
最新の出版総合目録は
右のQRコードから
ダウンロードいただけます。

勉誠出版

●ご注文について
・弊社ウェブサイトよりご注文を承ります。
　https://bensei.jp
　各種クレジットカード、paypal（クレジットカード・デビットカード）でのご決済が可能です。
　ぜひご利用くださいませ。

　割引クーポンコード：8afa226c3f（期限：～2021年6月30日）

　こちらの10ケタの英数字を、必ずご入力ください！
　未入力の場合、割引が適用されず、定価でのご請求となります。ご了承ください。

・メール添付、FAX、電話でもお受けしております。
　ご氏名・ご住所・電話番号・公費／私費の区別・公費の場合は必要書類・宛名・日付の有無をお知らせください。

・3,000円以上のお買い上げで、国内全国送料サービス
 （※ 3,000円未満の場合は、300円を頂戴いたします。海外への配送に関しては、実費を頂戴します）

割引クーポンコード：8afa226c3f
（期限：～2021年6月30日）

謹啓　
　初夏の候、日頃より、弊社をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　さて、この度、会員様対象の特別割引セールを行うことになりました。
　当リストの新刊書籍をはじめ、勉誠出版タイトル全品が対象となります。
　この機会にぜひともご購入をご検討くださいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。　

謹白

全品20％OFF

歴史学研究会 会員様対象

＊ウェブサイト以外の方法によるご注文の際は、
　歴史学研究会の会員であることをお知らせください。

特別割引のご案内

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp
電話 03-5215-9021　
FAX 03-5215-9025

より詳細な「研究書 新刊・近刊のご案内」が
右のQRコードからダウンロードいただけます。



新刊書籍一覧　注文書

ISBN 書名 編著者名 出版年 本体価 割引価格 注文数

◆新刊・近刊
32502-4 元朝の歴史―モンゴル帝国期の東ユーラシア 櫻井智美・飯山知保・森田憲司・

渡辺健哉　編
2021/6 3,200 2,816

31001-3 中世寺院の仏法と社会 永村眞　編 2021/5 12,000 10,560
31002-0 創られた由緒―近世大和国諸社と在地神道家 向村九音　著 2021/6 8,000 7,040
30002-1 書物・印刷・本屋―日中韓をめぐる本の文化史 藤本幸夫　編 2021/6 16,000 14,080
22277-4 古文書への招待 日本古文書学会　編 2021/1 3,000 2,640
22280-4 増補改訂新版　日本中世史入門―論文を書こう 秋山哲雄・田中大喜・野口華世　

編
2021/2 3,800 3,344

22289-7 渤海の古城と国際交流 清水信行・鈴木靖民　編 2021/2 14,000 12,320
22300-9 中世の博多とアジア 伊藤幸司　著 2021/2 9,500 8,360
22301-6 戦国合戦図屛風の歴史学 高橋修　著 2021/2 9,000 7,920
22297-2 鷹狩の日本史 福田千鶴・武井弘一　編 2021/2 3,800 3,344
32000-5 勤番武士の江戸滞在記―国枝外右馬江戸詰中日記 岩淵令治　編 2021/5 10,000 8,800
82254-7 パブリック・ヒストリー入門―開かれた歴史学への挑戦【オンデマ

ンド新版】
菅豊・北條勝貴　編 2021/5 4,800 4,224

22140-1 新装版　唐物と東アジア―舶載品をめぐる文化交流史 河添房江・皆川雅樹　編 2016/2 2,000 1,760
20077-2 中近世移行期の文化と古活字版 高木浩明　著 2020/12 15,000 13,200
20078-9 アーネスト・サトウと蔵書の行方―『増補浮世絵類考』の来歴をめ

ぐって
小山騰　著 2020/11 4,200 3,696

27058-4 明治の一発屋芸人たち―珍芸四天王と民衆世界 永嶺重敏　著 2021/1 3,500 3,080
22299-6 土地の記憶から読み解く早稲田―江戸・東京のなかの小宇宙 ローザ・カーロリ　著／大内紀彦、フィリッ

ポ・ドルネッティ　訳
2021/3 2,700 2,376

32501-7 東アジアにおける知の往還【アジア遊学 255】 国文学研究資料館・高麗大学校グロー
バル日本研究院　共編

2021/3 2,800 2,464

32500-0 東アジアの歌と文字【アジア遊学 254】 真下厚・遠藤耕太郎・波照間永吉　
編

2021/3 2,800 2,464

38000-9 日本語文字論の挑戦―表記・文字・文献を考えるための 17 章 加藤重広・岡墻裕剛　編 2021/3 7,000 6,160
21057-3 大嘗祭―隠された古層 工藤隆・岡部隆志・遠藤耕太郎　

編
2021/1 3,800 3,344

29202-9 和漢朗詠集とその享受　増訂版 三木雅博　著 2021/1 15,000 13,200
29199-2 中世和歌論―歌学と表現と歌人 中川博夫　著 2020/11 12,000 10,560
29204-3 真田幸弘点取百韻　翻刻と解題 玉城司・小幡伍　編著 2021/2 9,000 7,920
29200-5 中国古典文学に描かれた厠・井戸・簪―民俗学的視点に基づく考察 山崎藍　著 2020/11 9,000 7,920
29203-6 観相の文化史 相田満　著 2021/2 9,000 7,920
30001-4 大宅壮一文庫解体新書―雑誌図書館の全貌とその研究活用 阪本博志　編 2021/5 3,500 3,080
22295-8 ラジオの技術・産業の百年史―大衆メディアの誕生と変遷 岡部匡伸　著 2020/12 5,400 4,752
20074-1 日本の図書館建築―建築からプロジェクトへ 五十嵐太郎・李明喜　編 2021/3 3,500 3,080
20284-4 新しい産業創造へ【デジタルアーカイブ・ベーシックス 5】 時実象一　監修／久永一郎　責任

編集
2020/5 2,500 2,200

31000-6 パリ・ノートル = ダム大聖堂の伝統と再生―歴史・信仰・空間から考える 坂野正則　編 2021/3 8,000 7,040

22296-5 メソアメリカ文明ゼミナール 伊藤伸幸　監修／嘉幡茂・村上達
也　編

2021/1 5,000 4,400

24014-3 絶滅危惧種を喰らう 秋道智彌・岩崎望　編 2021/1 3,200 2,816
32001-2 首里城を解く―文化財継承のための礎を築く（仮） 高良倉吉　監修／島村幸一　編 2021/7 3,800

（予価）
3,344
（予価）

32401-0 古文書研究　第 91 号 日本古文書学会　編 2021/7 3,800 3,344
32503-1 交錯する宗教と民族―交流と衝突の比較史【アジア遊学 257】 鹿毛敏夫　編 2021/7 2,800 2,464
29612-6 中国史書入門　現代語訳　北斉書 氣賀澤保規　監修／池田恭哉・岡

部毅史・梶山智史・倉本尚徳・田
熊敬之　訳

2021/夏 6,000 5,280

◆既刊
22279-8 古代の日本と東アジア―人とモノの交流史 鈴木靖民　著 2020/7 10,000 8,800
22278-1 新羅中古期の史的研究 武田幸男　著 2020/7 12,000 10,560
22288-0 金沢文庫古文書　喫茶関係編年資料集 永井晋　編 2020/9 10,000 8,800
22272-9 古文書の様式と国際比較 小島道裕・田中大喜・荒木和憲　

編／国立歴史民俗博物館　監修
2020/2 7,800 6,864

＊割引価格は税込です。



ご住所

電話番号

ご氏名 備考欄

〒 101-0061 東京都千代田区神田三崎町 2 丁目 18-4  
TEL 03-5215-9021　

勉誠出版

＊公費・私費の区別をお知らせください
＊公費の場合には、必要書類・宛名・日付の有無をお書きください

20073-4 日本の表装と修理 岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・
横内裕人　編

2020/3 7,000 6,160

22268-2 日本建築の歴史的評価とその保存 山岸常人　著 2020/2 17,000 14,960
22276-7 近世大名墓の考古学―東アジア文化圏における思想と祭祀 松原典明　編 2020/6 12,000 10,560
22290-3 生きるための地域史―東海地域の動態から 中村只吾・渡辺尚志　編 2020/10 8,000 7,040
22266-8 日本近世社会と町役人 望月良親　著 2020/2 6,000 5,280
22265-1 近世豪商・豪農の〈家〉経営と書物受容―北奥地域の事例研究 鈴木淳世　著 2020/2 10,000 8,800
22267-5 近世都市の常態と非常態―人為的自然環境と災害 渡辺浩一／マシュー・デーヴィス　編 2020/2 7,000 6,160
20076-5 江戸庶民のまじない集覧―創意工夫による生き方の智恵 長友千代治　著 2020/10 6,000 5,280
22269-9 江戸日本橋商人の記録―〈にんべん〉伊勢屋髙津伊兵衛家の古文書 澤登寛聡・筑後則　編 2020/3 11,000 9,680
21056-6 儒教儀礼と近世日本社会―闇斎学派の『家礼』実践 松川雅信　著 2020/7 10,000 8,800
22261-3 甦る「豊後切支丹史料」―バチカン図書館所蔵マレガ氏収集文書より 松井洋子・佐藤孝之・松澤克行　編 2020/2 12,000 10,560
29197-8 琉球船漂着者の「聞書」世界―『大島筆記』翻刻と研究 島村幸一　編 2020/3 10,000 8,800
22257-6 歴博甲本洛中洛外図屏風の研究 小谷量子　著 2020/2 10,000 8,800
22292-7 挑発する軍記 大津雄一　著 2020/10 3,800 3,344
22291-0 吉田松陰と学人たち 徳田武　著 2020/10 10,000 8,800
20072-7 医学・科学・博物　東アジア古典籍の世界 陳捷　編 2020/2 12,000 10,560
22286-6 ロマノフ王朝時代の日露交流 東洋文庫・生田美智子　監修／牧

野元紀　編
2020/8 3,800 3,344

22275-0 スイス使節団が見た幕末の日本―ブレンワルド日記 1862-1867 横浜市ふるさと歴史財団・ブレン
ワルド日記研究会　編

2020/6 9,800 8,624

29196-1 幕末明治の社会変容と詩歌 青山英正　著 2020/2 10,000 8,800
22285-9 新彰義隊戦史―附・「彰義隊名鑑」「彰義隊文書」 大藏八郞　編 2020/11 7,000 6,160
23081-6 「本読み」の民俗誌―交叉する文字と語り 川島秀一　著 2020/6 3,500 3,080
22263-7 渋沢敬三とアチック・ミューゼアム―知の共鳴が創り上げた人文学

の理想郷
加藤幸治　著 2020/1 3,500 3,080

20075-8 司書のお仕事 2―本との出会いを届けます【ライブラリーぶっくす】 大橋崇行　著／小木曾真貴　監修 2020/11 1,800 1,584
22264-4 荒れ野の六十年―東アジア世界の歴史地政学 與那覇潤　著 2020/1 3,200 2,816
27055-3 日本画の所在―東アジアの視点から 北澤憲昭・古田亮　編 2020/4 6,500 5,720
22069-5 宋代中国都市の形態と構造 伊原弘　著 2020/6 4,500 3,960
22262-0 描かれたマカオ―ダーウェント・コレクションにみる東西交流の歴史　 貴志俊彦・朱益宜・黄淑薇　編 2020/4 22,000 19,360
21054-2 メディアのなかの仏教―近現代の仏教的人間像 森覚　編 2020/5 7,500 6,600
21055-9 上海におけるプロテスタント―現代中国の都市と宗教空間をめぐる変遷 村上志保　著 2020/5 6,000 5,280
22513-3 ナチズム・ホロコーストと戦後ドイツ　【現代ドイツへの視座―歴史

学的アプローチ 2】
石田勇治・川喜田敦子　編 2020/9 6,000 5,280

22514-0 ドイツ市民社会の史的展開　【現代ドイツへの視座―歴史学的アプ
ローチ 3】

石田勇治・川喜田敦子・平松英人・
辻英史　編

2020/9 6,000 5,280

22719-9 ポストコロナ時代の東アジア―新しい世界の国家・宗教・日常　【ア
ジア遊学 253】

玄武岩・藤野陽平　編 2020/9 2,800 2,464

22718-2 中世日本の茶と文化―生産・流通・消費をとおして　【アジア遊学 252】 永井晋　編 2020/9 2,800 2,464
22717-5 仏教の東漸と西漸　【アジア遊学 251】 荒見泰史　編 2020/9 2,800 2,464
22716-8 酔いの文化史―儀礼から病まで　【アジア遊学 250】 伊藤信博　編 2020/8 2,800 2,464
22715-1 漢学とは何か―漢唐および清中後期の学術世界　【アジア遊学 249】 川原秀城　編 2020/7 2,800 2,464
22714-4 明治が歴史になったとき―史学史としての大久保利謙　【アジア遊学

248】　
佐藤雄基　編 2020/6 2,800 2,464

20718-4 書物学　第 18 巻　蔵書はめぐる―海外図書館の日本古典籍コレクション 編集部　編 2020/7 1,800 1,584



書物・印刷・本屋 日中韓をめぐる本の文化史

藤本幸夫［編］
流通・読者・版株・印刷術・禁書・和刻・出版統制等々を中心に、書物史研究を牽引する 35 名の珠玉の執筆者の知見を集結、
394 点に及ぶ図版資料を収載した日中韓の知の世界を彩る書物文化を知るためのエンサイクロペディア。

本体16,000（＋税）・B5判上製・896頁・ISBN30002-1・ 2021年6月刊行

歴
　
史

中世寺院の仏法と社会
永村眞［編］

寺院に伝持された史料群を読み解くことにより、中世において寺院や仏法が果たした役割を描き出し、寺院社会の歴史的特質と
展開を明らかにする貴重な成果。

本体12,000円（＋税）・A5判上製・544頁・ISBN31001-3・ 2021年6月刊行

元朝の歴史 モンゴル帝国期の東ユーラシア 【アジア遊学256】 

櫻井智美・飯山知保・森田憲司・渡辺健哉［編］
冷戦終結に伴う史料環境・研究環境の変化により、長足の進展をなしてきたモンゴル帝国史・元朝史研究の成果を受け、元代の政治・
制度、社会・宗教、文化の展開の諸相、国際関係などを多面的に考察。さらに元朝をめぐる学問史を検討する。

本体3,200円（＋税）・A5判並製・322頁・ISBN32502-4・ 2021年6月刊行

詳細チラシも
ご覧ください

新刊のご案内

古文書への招待
日本古文書学会［編］
古代から近代にわたる全 45 点の古文書を丹念に読み解くことで、古文書のもつ意味、それを記述した人びとの個性、書かれた背
景をなす歴史的事件を解明。カラー図版をふんだんに配し、全点に翻刻・現代語訳・詳細な解説を付した恰好の古文書入門！

本体3,000円（＋税）・B5判並製・176 頁・ISBN22277-4・2021年1月刊行

増補改訂新版 日本中世史入門 論文を書こう

秋山哲雄・田中大喜・野口華世［編］
歴史学の基本である論文執筆のためのメソッドと観点を日本中世史研究の最新の知見とともにわかりやすく紹介。歴史を学び、
考えることの醍醐味を伝授する。2014 年 5 月に刊行の『日本中世史入門―論文を書こう』を大幅に増補改訂！

本体3,800円（＋税）・ A5判並製・608頁・ISBN22280-4・2021年2月刊行

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

創られた由緒 近世大和国諸社と在地神道家

向村九音［著］
大和国諸社の由緒記を述作した在地神道家、今出河一友。由緒正しき伝の創出を企図した彼が、いかなる方法を用いて、歴史的・
文化的正統性を描き出し、またその言説が、地域社会において、どのように受容され、伝播していったのかを探る。

本体8,000円（＋税）・A5判上製・288頁・ISBN31002-0・ 2021年6月刊行

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください



歴
　
史

中世の博多とアジア
伊藤幸司［著］

中世の博多を特徴づける「貿易」と「宗教」という視角から俯瞰的に考察し、中世日本最大の国際貿易港であり、東アジア海域
有数の港湾都市であった博多の実像に迫る。国際交流史、都市史、流通史、宗教史を架橋する新知見を提示する画期的な一書。

本体9,500円（＋税）・A5判上製・564頁・ISBN22300-9・2021年2月刊行

鷹狩の日本史
福田千鶴・武井弘一［編］

五世紀の古墳時代から江戸幕府瓦解の十九世紀後半に至るまで、鷹狩は権力と深く結びつきながら日本列島において連綿と続け
られてきた。日本史を貫く重要な要素でありながら、等閑視されてきた鷹狩の歴史を紐解き、新たな知の沃野を拓く刺激的な一冊。

本体 3,800円（＋税）・A5判並製・ 368頁・ISBN22297-2・2021年2月刊行

戦国合戦図屛風の歴史学
高橋修［著］

「川中島合戦図屛風」「長篠・長久手合戦図屛風」「関ヶ原合戦図屛風」など、主要作品 20 数点を、歴史学の視点から丹念に読み解き、
図像的特徴や成立背景、写本の普及と合戦像の定着、後世の評価について明らかに。長年にわたる合戦図屛風研究の集大成。

本体9,000円（＋税）・A5判上製・528頁・ISBN22301-6・2021年2月刊行

勤番武士の江戸滞在記 国枝外右馬江戸詰中日記

岩淵令治［編］
天保改革期に臼杵藩士が、参勤交代で江戸勤番の間に書き残した一年分の日記史料の全編を初めて活字化。140 点に及ぶ挿絵とと
もに紹介する。新たな江戸像を描き出す貴重史料。

本体10,000円（＋税）・A5判上製・512頁・ISBN32000-5・2021年5月刊行

渤海の古城と国際交流
清水信行・鈴木靖民［編］

冷戦終結に伴い、旧渤海地域における考古学調査・研究が飛躍的に進み、渤海国の政治・行政制度、国際交流の諸相、文化受容
の有り様などが明らかになってきた。30 年に亘る国際共同研究より得た知見から最新の成果を提示する画期的論集。

本体14,000円（＋税）・B5判上製・496頁・ISBN22289-7・2021年2月刊行

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

新装版　唐物と東アジア 舶載品をめぐる文化交流史

河添房江・皆川雅樹［編］
唐物交易の時代的変遷とその実態からみた異国との交流史、唐物を結節点とする漢と和の関係性への分析、人物とその権力の表
象としての唐物の関係性について美術品や歴史資料のみならず、文学資料も用いて明らかにする。

本体2,000円（＋税）・A5判並製・208頁・ISBN22140-1・ 2016年2月刊行

好評につき重版！

パブリック・ヒストリー入門
【オンデマンド新版】　
菅豊・北條勝貴［編］

歴史学や社会学、文化人類学のみならず、文化財レスキューや映画製作等、さまざまな歴史実践の現場より、歴史を考え、歴史
を生きる営みを紹介。人間と歴史との関わりを考え、日常に活かしていくための知識と方法を伝える日本初の概説書！

本体4,800円（＋税）・A5判並製 ・カラー 8頁＋本文504 頁・ISBN82254-7・ 2021年5月刊行

好評につき重版！

詳細チラシも
ご覧ください



歴
　
史

中近世移行期の文化と古活字版
高木浩明［著］

多数の現存伝本を持つ下村本『平家物語』、史上稀なる豪華活字版本として製作された「嵯峨本」、古活字版製作をめぐる場と人
びとに着目し、長年にわたる古活字版の悉皆調査を行ってきた知見をもとに日本出版史における古活字版の時代を炙り出す。

本体15,000円（＋税）・A5判上製・880頁・ISBN20077-2・2020年12月刊行

アーネスト・サトウと蔵書の行方
『増補浮世絵類考』の来歴をめぐって

小山騰［著］
『増補浮世絵類考』は、作者の斎藤月岑の死後、サトウの所蔵をへて、ケンブリッジ大学図書館にたどり着くまでの期間、どのよ
うな変遷をたどったのか。写本として受け継がれた『浮世絵類考』の全般にかかわる問題にも言及しつつ、その謎を追う。

本体4,200円（＋税）・ 四六判上製・464頁・ISBN20078-9・2020年11月刊行

明治の一発屋芸人たち 珍芸四天王と民衆世界

永嶺重敏［著］
「ステテコ」の円遊、「ヘラヘラ」の万橘、「ラッパ」の円太郎、「テケレツ」の談志。全国的な熱狂を引き起こしたにもかかわらず、
歴史の狭間に消えた「珍芸四天王」たちの実像に迫る！明治前期の民衆世界を炙り出す刺激的な一冊。

本体3,500円（＋税）・四六判上製・284頁・ISBN227058-4・2021年1月刊行

東アジアにおける知の往還 【アジア遊学255】

国文学研究資料館・高麗大学校グローバル日本研究院［共編］
第一章「書物と文化」、第二章「記録と記憶」、第三章「都市という舞台」の構成により、文学史、美術史、思想史、歴史学、アー
カイブズ学など、多面的な視角から、東アジアにおける知の往還を描き出す。

本体 2,800円（＋税）・A5判並製・ 200頁・ISBN32501-7・ 2021年3月刊行行

土地の記憶から読み解く早稲田 
江戸・東京のなかの小宇宙
ローザ・カーロリ［著］／大内紀彦、フィリッポ・ドルネッティ［訳］
早稲田という「小宇宙（ミクロコスモ）」から、江戸・東京という「大宇宙（マクロコスモ）」を描く。膨大な文献・史料・地図
の博捜と現地踏査から土地の文化的・歴史的価値を発見する、もうひとつの江戸・東京学。

本体2,700円（＋税）・四六判並製・ 272頁・ISBN22299-6・2021年3月刊行

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

詳細チラシも
ご覧ください

東アジアの歌と文字 【アジア遊学254】 

真下厚・遠藤耕太郎・波照間永吉［編］
東アジアの様々な時代・地域・民族において創作されてきた歌表現の文字資料・伝承記録を、文学・民俗学・文化人類学の分野
から検討し、声と文字との共存・影響関係、豊かな歌文化の諸相を明らかにする。

本体2,800円（＋税）・A5判並製・208頁・ISBN32500-0・ 2021年3月刊行

日本語文字論の挑戦 表記・文字・文献を考えるための17章

加藤重広・岡墻裕剛［編］
ひらがな・カタカナ・漢字・ローマ字等、世界的にも珍しい多文字種環境を有する日本語。古代から現代までを視野に「書く」「読
む」「学ぶ」「残す」という文字の諸機能に着目し、日本語における「文字論」の豊穣な世界を示す初めての一冊。

本体7,000円（＋税）・A5判並製・432頁・ISBN38000-9・ 2021年3月刊行

詳細チラシも
ご覧ください



歴
　
史

大嘗祭 隠された古層

工藤隆・岡部隆志・遠藤耕太郎［編］
アニミズム的原理をおおもととする大嘗祭を、どのように今の時代の価値観の中に位置づけたらよいのか。大嘗祭の本質の側から、
今とこれからの時代の大嘗祭、ひいては天皇制のあり方を考えるための視座を与える一冊。

本体3,800円（＋税）・四六判並製・296頁・ISBN21057-3・2021年1月刊行

和漢朗詠集とその享受　増訂版
三木雅博［著］

『和漢朗詠集』の成立と享受を論じることにより、和の世界が有していた流れと漢の世界からもたらされた流れが交錯し、新しい
流れが生み出されていく我が国の文化の創造の過程で現れた、一つの典型的な現象を明らかにしていく。増補・改訂による復刊。

 本体15,000（＋税）・ A5判上製・480頁・ISBN29202-9・2021年1月刊行

真田幸弘点取百韻　翻刻と解題
玉城司・小幡伍［編著］

真田宝物館（長野市松代町）が収蔵する松代藩第六代藩主・真田幸弘（菊貫）が同座した点取俳諧資料集『菊の分根』の百韻・
五十八巻を原本に忠実に翻刻。詳細な解題・ 解説を附す。国語学、地方と中央を結ぶ歴史学、風俗研究等に大きく寄与する一書。

本体9,000円（＋税）・A5判上製・  308頁・ISBN29204-3・2021年2月刊行

中国古典文学に描かれた厠・井戸・簪
民俗学的視点に基づく考察
山崎藍［著］

中国古典文学に描かれる厠や井戸、それにまつわる道具や、井戸の周囲などを「めぐる」という行為には、どのような観念が存
在していたのか。従来、等閑視されてきた民俗学的視点から、詩歌研究の新たな可能性を探る快著。

本体 9,000円（＋税）・A5判上製・ 336頁・ISBN29200-5・ 2020年11月刊行

観相の文化史 
相田満［著］

人相占いに代表される「観相」の知識体系が、文学・絵画等の表現活動にどのような影響を及ぼしてきたか。古典的相書の記述
と関連資料の分析により「忘れられた日本の学問」の具体相の把握、継承性と応用の可能性を追究することを試みる。

本体9,000円（＋税）・A5判上製・280頁・ISBN29203-6・2021年2月刊行

中世和歌論 歌学と表現と歌人

中川博夫［著］
和歌と勅撰集のあり方を方向づけた俊成や定家。彼らの和歌観を直接・間接に選択・継承し、和歌のあり方を模索していった為
家や京極派。王朝和歌から連なる中世和歌の史的変遷を丁寧に紐解き、個々の特質と連続性を多面的に明らかにする待望の一書。

本体12,000円（＋税）・A5判上製・496頁・ISBN29199-2・2020年11月刊行



歴
　
史

ラジオの技術・産業の百年史 大衆メディアの誕生と変遷

岡部匡伸［著］
日本ラジオ博物館の膨大なコレクションの写真を掲載しつつ、ラジオの発明から戦時下の国家による統制・管理の時代を経て、
戦後の娯楽メディアとしての興隆、インターネットの影響によるラジオの変容まで、100 年の歴史を追う。

本体5,400円（＋税）・A5判上製・550頁・ISBN22295-8・2020年12月刊行

日本の図書館建築 建築からプロジェクトへ

五十嵐太郎・李明喜［編］
「箱モノ」から、コミュニケーションなどを重視した「有機的なモノ」へと変化を遂げた日本の公共図書館。1950 年代から、
2020 年代の現在まで、全国各地の特色ある公共図書館を紹介し、図書館建築の歴史的流れを追った一冊。カラー図版 200 点以上！

 本体3,500（＋税）・ A5判並製・ 336頁・ISBN20074-1・ 2021年3月刊行

メソアメリカ文明ゼミナール
伊藤伸幸［監修］／嘉幡茂・村上達也［編］

メソアメリカ文明を研究する、総執筆者 22 名の気鋭の研究者たちが、各自が専門とする地域や分野について詳細に記述した初
めての概説書。37 本のコラムを収録し、代表的な遺跡や事項を、簡潔に解説。

本体 5,000円（＋税）・B5判並製・ 530頁・ISBN22296-5・ 2021年1月刊行

パリ・ノートル=ダム大聖堂の伝統と再生
歴史・信仰・空間から考える
坂野正則［編］

複数の年代にまたがる絵画作品、図面、大聖堂の写真といった豊富なビジュアル資料とともに、キリスト教神学・建築史学・西
洋史学・文化財学による領域横断的なアプローチにより、「ノートル＝ダム大聖堂」の歴史、その復興・再生を考察する。

本体8,000円（＋税）・A5判上製・ 288 頁・ISBN31000-6・2021年3月刊行

絶滅危惧種を喰らう
秋道智彌・岩崎望［編］

幕野生動物を絶滅から救うために、我々は何をすべきなのか。野生動物を「喰らう」問題、「装う」問題、そしていかにして野生
動物を絶滅から救うかについての方策とよりどころとなる思想について多角的な視点から論じる。

本体3,200円（＋税）・A5判並製・264頁・ISBN24014-3・2021年1月刊行

好評につき重版！

新しい産業創造へ 【デジタルアーカイブ・ベーシックス5】 

時実象一［監修］／久永一郎［責任編集］
デジタルアーカイブが産業の未来を切り拓く！　日本の企業はデジタルアーカイブをどのように利活用し、それをビジネスに昇
華しているのか？「デジタルアーカイブ・ベーシックス」全 5 巻、ここに完結！

 本体2,500円（＋税）・A5判並製・208頁・ISBN20285-1・ 2021年5月刊行

大宅壮一文庫解体新書 雑誌図書館の全貌とその研究活用

阪本博志［編］
大宅壮一（1900-1970）が収集した膨大な雑誌のコレクションを基礎として設立された大宅壮一文庫。2021 年、開設から 50 年
を迎える大宅壮一文庫について、概要から、その誕生の歴史、そして文庫を活用した研究の実践例まで、すべてを網羅した解説書。

 本体3,500（＋税）・ A5判並製・ 300頁・ISBN30001-4・  2021年5月刊行

詳細チラシも
ご覧ください



＊表示価格には別途消費税がかかります。
＊ISBN は 978-4-585を省略しています。

近刊のご案内
首里城を解く 文化財継承のための礎を築く （仮）
高良倉吉［監修］／島村幸一［編］

2019 年（令和元年）10 月 31 日未明、首里城を火災がおそい、正殿と北殿、南殿が全焼し、その再建・復元は喫緊の課題として、
現在検討が進められている。諸分野の第一人者を集結、首里城の歴史と文化を解き明かし、再建に向けた礎を提示する画期的な書。

予価本体3,800円（＋税）・A5判並製・320頁・ISBN32001-2・ 2021年7 月刊行

近刊

古文書研究　第91号
日本古文書学会［編］
古 文 書 学 の 最 前 線 を 伝 え る 学 術 雑 誌。 論 文、 史 料 紹 介・ 追 悼 文・ 古 文 書 め ぐ り、 随 筆、 書 評 と 紹 介 な ど を 収 録。　　　　　　　　　　　　　　

【執筆者】佐藤亜莉華・松井直人・村上絢一・金子修一・山内譲・遠藤珠紀・丸島和洋・桐田貴史・湯川敏治・木下昌規・荊木美行・
武井紀子・徳竹亜紀子・近藤好和・松本郁代・高銀美・黒嶋敏・田部井隼人・福井淳・佐々木千恵・荒木和憲

本体3,800円（＋税）・B5判並製・162 頁・ISBN32401-0・2021年6月刊行

中国史書入門　現代語訳　北斉書 

氣賀澤保規［監修］／池田恭哉・岡部毅史・梶山智史・倉本尚徳・田熊敬之［訳］
異民族が中原に進出し、群雄割拠した南北朝時代。王朝が成立しては滅亡を繰り返した時代。日本でも有名な雅楽「蘭陵王入陣曲」、
その蘭陵王・高長恭が活躍した北斉の正史『北斉書』を本邦初現代語訳！原文と現代語訳を対照できる。

本体6,000円（＋税）・A5判並製・680頁・ISBN29612-6・2021年夏刊行

詳細チラシも
ご覧ください

近刊詳細チラシも
ご覧ください

近刊

交錯する宗教と民族  【アジア遊学257】 

交流と衝突の比較史
鹿毛敏夫［編］

世界に多数存在する異宗教と多民族は、時に激しい対立や交流、融合を繰り返しながら、現代までの歴史を紡いできた。それらは、
いかに顕在化しているのか。アジアとヨーロッパの東西における人の移動と民族の越境・交流の実態、ヨーロッパ社会における
政治と宗教の関係、個々の人間の想いとその相克、さらにそこから相対化される「国家」意識の具体的深層に迫る。

本体2,800円（＋税）・A5判並製・224 頁・ISBN32503-1・2021年7月刊行

近刊詳細チラシも
ご覧ください
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論
の
構
築
に
よ
り
、

近
年
、大
き
な
研
究
の
進
展
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

畿
内
近
国
、関
東
に
所
在
す
る
諸
寺
院
に
伝
来
す
る

史
料
群
の
博
捜
に
よ
り
、寺
内
・
寺
外
の
僧
俗
の

社
会
的
か
つ
宗
教
的
な
関
わ
り
の
な
か
で
、

「
日
本
仏
教
」を
形
づ
く
る
多
彩
な
仏
法
と
そ
の
発
展
を
実
現
し
た

寺
院
社
会
の
構
造
と
思
想
的
背
景
を
立
体
的
に
描
き
出
し
、

中
世
寺
院
の
歴
史
的
特
質
と
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
成
果
。

は
し
が
き…

永
村
　
眞

Ⅰ
　
醍
醐
寺
の
法
流
と
修
学

中
世
醍
醐
寺
の
顕
・
密
「
聖
教
」
と
法
儀…

永
村
　
眞

南
北
朝
内
乱
と
清
浄
光
院
房
玄…

石
田
浩
子

南
北
朝
期
か
ら
室
町
前
期
に
お
け
る
理
性
院
流
と

　
　
太
元
帥
法
別
当
職
の
相
承

　
　

―

理
性
院
宗
助
と
大
覚
寺
證
菩
提
院
光
覚
の
対
立―

…

佐
藤
亜
莉
華

醍
醐
寺
三
宝
院
門
跡
満
済
の
教
学
活
動…

姜
　
錫
正

醍
醐
寺
・
根
来
寺
と
田
舎
本
寺
と
の
寺
僧
交
流

　
　―

尾
張
国
万
徳
寺
を
通
し
て―

…

藤
井
雅
子

「
義
演
准
后
日
記
」
と
そ
の
紙
背
文
書…

関
口
真
規
子

修
法
と
秘
号―

五
大
虚
空
蔵
法
を
通
し
て―

…

井
上
清
子

醍
醐
寺
所
蔵
「
野
月
」
と
松
橋
流
秘
点…

高
橋
恵
美
子

Ⅱ
　
寺
院
の
法
会
と
社
会

中
世
南
都
の
法
華
会…

高
山
有
紀

「
春
日
権
現
験
記
絵
」
の
編
纂
者…

坪
内
綾
子

中
世
東
寺
の
修
学
活
動―

西
院
と
観
智
院―

…

西
　
弥
生

十
五
世
紀
に
お
け
る
北
野
社
領
西
京
と
西
京
神
人…

三
枝
暁
子

春
日
社
神
供
備
進
と
興
福
寺
学
侶…

高
山
京
子

室
町
将
軍
家
の
比
丘
尼
御
所
と
根
本
所
領…

小
谷
量
子

Ⅲ
　
中
世
の
仏
法
と
寺
院

摂
関
期
・
院
政
期
に
お
け
る
聖
徳
太
子
信
仰
と
女
性

　
　―

四
天
王
寺
に
集
っ
た
女
性
た
ち―

…

榊
原
史
子

鎌
倉
前
期
寺
院
社
会
の
禅
宗
理
解…
矢
野
立
子

中
世
「
律
院
」
と
「
結
界
」…
飯
田
晶
子

中
世
鑁
阿
寺
の
寺
内
組
織…

中
田
　
愛

雑
賀
衆
の
戦
い
と
鈴
木
孫
一…

三
浦
早
織

あ
と
が
き…

藤
井
雅
子
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中
国
、朝
鮮
半
島
、日
本
に
伝
播
し
た
書
物
文
化
は
、

各
国
各
地
に
於
い
て
民
間
の
商
業
出
版―

坊
刻
本―
の

深
淵
か
つ
絢
爛
な
世
界
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。

書
籍
の
出
版
か
ら
販
売・読
書
に
い
た
る
具
体
的
な
諸
相
、

即
ち
潤
筆
料・版
下・刻
版・彫
師・摺
師・版
木・料
紙・装
幀・

本
屋・貸
本
屋・書
価・出
版
部
数・流
通・読
者・版
株・印
刷
術・

禁
書・和
刻・出
版
統
制
等
々
を
中
心
に
、

書
物
史
研
究
を
牽
引
す
る
珠
玉
の
執
筆
者
35
名
に
よ
る
知
見
を
集
結
、

390
点
を
超
え
る
図
版
資
料
を
収
載
し
た

日
中
韓
の
知
の
世
界
を
彩
る

書
物
文
化
を
知
る
た
め
のエン
サイ
クロペ
ディア
。

書
物・印
刷・本
屋

◉
書
物
の
ジ
ャ
ン
ル
、
形
態
、
印
刷
技
術
、
本
屋
や
商
業
出
版

の
諸
相
な
ど
、
日
中
韓
の
書
物
文
化
史
を
詳
細
に
記
述
し
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
最
適
の
百
科
事
典
的
書
籍
。

◉
書
誌
学
・
出
版
史
・
印
刷
史
な
ど
、
書
物
研
究
の
第
一
線
を

走
る
オ
ー
ル
ス
タ
ー
が
集
結
し
た
画
期
的
な
一
冊
。

◉
学
士
院
賞
、
ゲ
ス
ナ
ー
賞
、
日
本
出
版
学
会
賞
、
角
川
源
義

賞
、
岩
瀬
弥
助
記
念
書
物
文
化
賞
等
、
様
々
な
受
賞
歴
を
有

す
る
執
筆
陣
が
寄
稿
。

◉
390
点
を
超
え
る
貴
重
な
図
版
資
料
を
収
載
。

―

〈
本
書
の
特
色
〉―

藤
本
幸
夫
〈
編
〉（
ふ
じ
も
と
・
ゆ
き
お
）富
山
大
学
名
誉
教
授
、麗
澤
大
学
客
員
教
授
。専
門
は
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文
献
学
。二
〇
二
一
年
学
士
院
賞
・

恩
賜
賞
を
受
賞
。著
書
に『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究
　
集
部
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
〇
六
年
）、『
日
韓
漢
文
訓
読
研
究
』

（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
龍
龕
手
鏡〈
鑑
〉研
究
』（
編
著
、麗
澤
大
学
出
版
会
、二
〇
一
五
年
）、『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研

究
　
史
部
』（
韓
国
東
国
大
学
出
版
部
、二
〇
一
八
年
）な
ど
が
あ
る
。

図版点数

390超
図版点数

390超

◉
第
一
部…

佐
々
木
孝
浩
・
柏
崎
順
子
・
木
村
八
重
子
・
棚
橋
正
博
・
佐
藤
至
子
・
鈴
木
圭
一
・
石
上
阿
希
・
大
久
保
純
一
・
湯
浅
淑
子
・
鈴
木
俊
幸
・
万
波
寿
子
・
鈴
木
達
彦

◉
第
二
部…

住
吉
朋
彦
・
堀
川
貴
司
・
長
澤
孝
三
・
豊
島
正
之
・
林
進
・
高
木
浩
明
・
森
上
修
・
小
秋
元
段
・
渡
辺
守
邦
・
橋
口
侯
之
介
・
永
井
一
彰

◉
第
三
部…

鈴
木
俊
幸
・
塩
村
耕
・
長
友
千
代
治
・
岡
村
敬
二
・
大
沼
晴
暉
・
大
木
康
・
大
塚
秀
高
・
金
文
京
・
上
原
究
一
・
髙
橋
智
・
藤
本
幸
夫
・
李
胤
錫
・
全
相
昱

◉
第
一
部―

書
物
の
か
た
ち・書
物
の
ジャンル

◉
第
二
部―

印
刷・活
字・技
術

◉
第
三
部―

本
屋・商
業
出
版・蔵
書

日
中
韓
を
め
ぐ
る

本
の
文
化
史

執
筆
者
一
覧

―

・―

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
東京都千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

定価17,600円･本体16,000円
B5判上製カバー装・896頁

2021年6月刊行
ISBN978-4-585-30002 C3000

☚…詳細目次は裏面をご覧ください。

定
価
一
七
、六
〇
〇
円（
税
込
）

（
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円
）

B
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
八
九
六
頁

二
〇
二
一
年
六
月
刊
行

ISBN
978-4-585-30002-1 C3000

書物・印刷・本屋 
日中韓をめぐる本の文化史 藤本幸夫［編］

勉誠出版



書
物
・
印
刷
・
本
屋

日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史

藤
本
幸
夫﹇
編
﹈

定
価
一
七
、六
〇
〇
円
・
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

B
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
八
九
六
頁

二
〇
二
一
年
六
月
刊
行
・ISBN

978-4-585-30002-1 C
3000

序
文

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
本
幸
夫

◉
第
一
部―

書
物
の
か
た
ち
・
書
物
の
ジ
ャン
ル

佐
々
木
孝
浩…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
写
本
〉 

日
本
の
写
本―

装
訂
を
中
心
と
し
て

柏
崎
順
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
江
戸
版
〉 

初
期
出
版
界
の
様
相

木
村
八
重
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
草
双
紙
〉 

「
草
双
紙
」の
史
的
展
望

棚
橋
正
博…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
黄
表
紙
〉 

黄
表
紙

佐
藤
至
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
合
巻
〉 

合
巻
に
お
け
る
自
主
規
制

―

『
三
国
太
郎
再
来
伝
』か
ら『
現
世
扶
桑
太
郎
』へ

鈴
木
圭
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
本（
人
情
本
）〉 
中
本
一編
三
冊
意
識

石
上
阿
希…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
春
画
・
艶
本
〉 
「
書
籍
目
録
」に
み
る
枕
絵
と
好
色
本

大
久
保
純
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
錦
絵
〉 

錦
絵
と
は

湯
浅
淑
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
お
も
ち
ゃ
絵
〉 

江
戸
の
お
も
ち
ゃ
絵

鈴
木
俊
幸…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
草
紙
類
〉 

上
方
の
草
紙
類
を
め
ぐ
って

万
波
寿
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
仏
書
〉 

日
本
の
仏
書

鈴
木
達
彦…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
医
書
〉 

日
本
漢
方
の
特
質
と
日
本
医
書

◉
第
二
部―

印
刷
・
活
字
・
技
術

住
吉
朋
彦…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
宋
版
・
元
版
〉 

宋
元
版
研
究
の
道
程

堀
川
貴
司…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
五
山
版
〉 

五
山
版
を
ど
う
考
え
る
か

長
澤
孝
三…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
和
刻
本
〉 

「
和
刻
本
」に
つい
て

豊
島
正
之…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
キ
リ
シ
タ
ン
版
〉 

キ
リ
シ
タ
ン
文
献

林
進

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

角
倉
素
庵
は
な
ぜ
出
版
事
業
を
興
し
た
の
か―

近
世
初
頭
、草
創
期
の
古
活
字
版

高
木
浩
明…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
、整
版
か
ら
古
活
字
版
へ

森
上
修

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

古
活
字
版
印
刷
と
木
活
字
駒
の
彫
出
技
法

小
秋
元
段…

…
…
…
…
…

〈
出
版
史
料
と
し
て
の
反
古
〉 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
漱
石
文
庫
所
蔵
古
活
字
版『
太
平
記
鈔・音
義
』表
紙
の
復
原
的
考
察

渡
辺
守
邦…

…
…
…
…
…

〈
出
版
史
料
と
し
て
の
反
古
〉 

表
紙
裏
反
古・再
考

橋
口
侯
之
介…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
彫
り
と
摺
り
〉 

彫
師・摺
師
か
ら
見
た
日
本
の
出
版
形
態

永
井
一
彰…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
版
木
〉 

板
木
の
節

◉
第
三
部―

本
屋
・
商
業
出
版
・
蔵
書

鈴
木
俊
幸…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
日
本
近
世
の
本
屋
〉 

本
屋
と
出
版―

江
戸
時
代
に
お
け
る
書
籍
文
化
の
特
質

塩
村
耕

…
…
…
…
…

〈
日
本
近
世
前
期
の
商
業
出
版
〉 

近
世
前
期
の
出
版
界
と
西
鶴

長
友
千
代
治…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
貸
本
屋
〉 

貸
本
屋
の
横
顔

岡
村
敬
二…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
日
本
）〉 

蔵
書
家
の
索
引
、蔵
版
、蔵
書
の
行
方

大
沼
晴
暉…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
日
本
）〉 

田
中
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
箱―

小
平
市
立
図
書
館
蔵
本

大
沼
晴
暉…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
日
中
韓
の
商
業
出
版
〉 

日
中
韓
坊
刻
本
の
比
較
研
究
或
い
は
此
等
三
か
国
書
物
の
比
較
研
究
の
た
め
に

大
木
康

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

中
国
書
肆
史
考―

近
世
を
中
心
に

大
塚
秀
高…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

坊
刻
本
と
物
語―

口
頭
の
物
語
の
出
版
に
つい
て

金
文
京

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

明
代
建
陽
の
商
業
出
版
と
通
俗
小
説

上
原
究
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

明
末
清
初
の
坊
刻
に
お
け
る
江
西
の
位
置
付
け
に
つい
て

髙
橋
智

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
中
国
）〉 

中
国
の
蔵
書
家
に
つい
て

藤
本
幸
夫…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

朝
鮮
坊
刻
本
攷

李
胤
錫

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

朝
鮮
朝
出
版
に
お
け
る
坊
刻
本
の
性
格
と
位
置

全
相
昱

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

坊
刻
本「
春
香
伝
」の
発
生
と
そ
の
変
貌
に
つい
て

あ
と
が
き…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
本
幸
夫

執
筆
者
一覧

〈
詳
細
目
次
〉



日本史（近世）・宗教

創
ら
れ
た

由
緒
近
世
大
和
国
諸
社
と

在
地
神
道
家

向
村
九
音
〈
著
〉

さ
き
む
ら
・
ち
か
ね―

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
、
満
期
退
学
。
博
士
（
文
学
）。

現
在
、日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
。
専
門
は
日
本
中
世
〜
近
世
の
文
学
。
主
な
論
文
に
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

を
中
心
に
見
る
率
川
社―

中
世
期
に
形
成
さ
れ
た
像
と
機
能
」（『
叙
説
』
43
、
奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語

文
化
学
会
、二
〇
一
六
年
）、「
今
出
河
一
友
に
よ
る
石
上
神
宮
由
緒
記
の
生
成―

「
家
の
由
緒
」
と
の
連
関
」（『
説

話
文
学
研
究
』
55
、
説
話
文
学
会
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

「
古
え
」は
、

い
か
に
し
て

語
ら
れ
た
の
か―

近
世
中
葉
、
幕
府
・
藩
の
統
制
の
も
と
社
寺
の
秩
序
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

社
寺
の
復
興
、
復
権
な
ど
を
目
的
と
し
て
「
由
緒
」
が
希
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ら
「
由
緒
」
を
説
く
任
に
あ
た
っ
た
の
は
、
神
職
や
僧
侶
、
そ
し
て
神
道
家
（
神
学
者
）
で
あ
っ
た
。

石
上
神
宮
・
大
神
神
社
・
大
和
神
社
と
いっ
た
山
辺
の
古
社
を
は
じ
め
と
し
て

大
和
国
諸
社
の
由
緒
記
を
述
作
し
た
在
地
神
道
家
、
今
出
河
一
友
。

由
緒
正
し
き
伝―

「
失
わ
れ
た
古
伝
」、「
俗
説
と
は
異
な
る
真
の
伝
」
の
創
出
を
企
図
し
た
彼
は
、

い
か
な
る
方
法
を
用
い
て
、
歴
史
的
・
文
化
的
正
統
性
を
描
き
出
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
言
説
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
伝
播
し
て
いっ
た
の
か
。

「
古
え
」「
淵
源
」
を
語
る
営
み
の
意
味
を
捉
え
か
え
す
画
期
的
著
作
。

定
価
八
、八
〇
〇
円（
税
込
）

﹇
本
体
八
、〇
〇
〇
円
﹈

Ａ
５
判
上
製
カバ
ー
装・二
八
八
頁

二
〇
二
一
年
六
月
刊
行

ISBN
978-4-585-31002-0 C

3014

第
一
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今
出
河
一
友
概
説

第
二
章 

今
出
河
一
友
に
よ
る
石
上
神
宮
由
緒
記
の
生
成―

「
家
の
由
緒
」と
の
連
関

第
三
章 

『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』の
成
立
と
言
説
の
共
有

附

論 

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』を
中
心
に
見
る
率
川
神
社―

中
世
期
に
形
成
さ
れ
た
像
と
機
能

第
四
章 

『
大
倭
神
社
注
進
状
並
率
川
神
社
記
附
裏
書
』に
見
る
大
和
国
諸
社
の
由
緒
再
編

第
五
章 

近
世
期
穴
師
神
社
に
お
け
る
由
緒
生
成
と
古
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の「
再
発
見
」

第
六
章 

近
世
に
お
け
る
石
上
神
宮
鎮
魂
祭
儀
礼
次
第
生
成
の
位
相

 

結
び

附
表
Ⅰ 

今
出
河
一
友
著
作
・
書
写
本
の
一
覧

附
表
Ⅱ 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
石
崎
文
庫
所
蔵
大
神
宗
次
関
連
典
籍
の
一
覧

翻
刻
資
料 

國
學
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大
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書
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所
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鎮
魂
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献
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張
主
、

い
た
し

点
が

確
明

る
あ
で
ず
は
る
き
で
に

。

た
ま

張
主
、

い
た
し

点
が
、

に
う
よ
の
ど
で
ま
れ
こ

価
評

も
て
い
つ
に
か
の
た
き
て
れ
さ

記
す

要
必

る
あ
が

。

に
め
た
の
そ

は

献
文
考
参
、

）
究
研
行
先
（

や

料
史

読
み
込

で
ん

、「
違

を
」
い

明

い
な
ら
な
ば
れ
け
な
か
お
て
し
に
か
ら

。
こ

も
ら
か
と
こ
の

備
準
前
事
、

の

性
要
重

が

解
理

う
ろ
だ
る
き
で

。

お
な

究
研
行
先
、

や

料
史

の

法
方
用
引

は
て
い
つ
に

、

を

照
参

と
こ
の

。

Ｑ
4　

？
は
と
こ
る
け
つ
を
気
で
論
本

論
本

は
で

的
料
史
、

な

拠
根

を
示

て
し

的
理
論
、

に

容
内

を
書
き
進

が
と
こ
る
め

切
大

る
あ
で

的
料
史
。

な

拠
根

れ
け
な
が

ば
、「

測
推

」・「

測
憶

張
主
、

の

性
観
客

が

障
保

ず
れ
さ

証
論
、

る
な
く
な
ら
な
に
と
こ
た
し

。

た
ま

、

え
と
た

拠
根

を
挙

も
て
し
と
た
げ

倉
鎌
日
昨
、

た
い
に

物
人

が

日
今

は

都
京

で

動
活

か
と
る
い
て
し

歳
〇
五
時
当
、

物
人

の
そ
が

前
年
〇
〇
一

の

録
記

も
で

言
発

ど
な
る
す

的
識
常
、

に
考

り
あ
て
え

得

い
な

話

ば
れ
あ
で
し

、

も
れ
こ

論

証

い
な
ら
な
は
に
と
こ
た
し

的
観
客
。

な

拠
証

を
示

つ
つ
し

誰
、

が
も

然
自

に

得
納

に
う
よ
る
き
で

理
論
、

の

躍
飛

く
な

述
記

を
進

が
と
こ
る
め

要
肝

る
あ
で

。

学
史
歴

は

問
学

る
あ
で

、
上
以

「

学
科

い
な
ら
な
ば
ね
ら
あ
で
」

料
史
。

と

理
論

を
組
み
合

て
せ
わ

的
観
客
、

な

証
検

に
堪

る
れ
ら
え

像
史
歴

を
描
く
点

が
そ
こ

書
、

く
人
の

量
力

が

問
番
一

る
あ
で
ろ
こ
と
る
れ
わ

。

日本史

日
本
中
世
史
入
門

増
補
改
訂
新
版

国
士
舘
大
学
文
学
部
教
授

秋
山
哲
雄
・

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授

田
中
大
喜
・

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
教
授

野
口
華
世
〈
編
〉

論
文
を
書
こ
う

歴
史
を
学
び
、

考
え
る
た
め
に―

「
歴
史
」は
た
ん
に
過
去
の
出
来
事
を
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

現
代
そ
し
て
未
来
の
人
の々
動
向
を
規
定
す
る「
力
」を
持
って
い
る
。

そ
こ
に
学
問
と
し
て
歴
史
を
学
ぶ
意
義
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
歴
史
と
対
話
す
べ
き
な
の
か―

歴
史
学
の
基
本
で
あ
る
論
文
執
筆
の
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
観
点
を

日
本
中
世
史
研
究
の
最
新
の
知
見
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
、

歴
史
を
学
び
、考
え
る
こ
と
の
醍
醐
味
を
伝
授
す
る
。

ま
え
が
き…

秋
山
哲
雄・田
中
大
喜・野
口
華
世

Ⅰ「
歴
史
学
」を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

Ⅱ
論
文
を
書
こ
う―

歴
史
学
研
究
の
方
法
を
学
ぶ

Ⅲ
日
本
中
世
史
研
究
の
現
在

中
世
摂
関
家
論
◉
中
世
的
権
門
と
し
て
の
摂
関
家…

高
松
百
香

院
政
論
◉
政
治
史
と
家
族
史
の
融
合…

佐
伯
智
広

平
家
政
権
論
◉
平
家
政
権
論
の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら…

前
田
英
之

中
世
前
期
国
家
財
政
論
◉
税
制・財
政
史
か
ら
中
世
国
家・社
会
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に…

守
田
逸
人

荘
園
史
研
究
◉
中
世
天
皇
家
の
荘
園
の
意
味
を
考
え
る…

野
口
華
世

中
世
武
士
論
◉
中
世
武
士
の
と
ら
え
方
は
ど
う
変
わ
っ
た
か…

伊
藤
瑠
美

鎌
倉
幕
府
論
◉
中
世
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る…

秋
山
哲
雄

鎌
倉
幕
府
文
士
論
◉
鎌
倉
幕
府
を
支
え
る
様
々
な
人
々…

赤
澤
春
彦

鎌
倉
期
守
護
論
◉
幕
府
に
よ
る
全
国
統
治
の
実
態
に
迫
る…

西
田
友
広

中
世
前
期
法
制
史
研
究
◉
鎌
倉
幕
府
の
法
と
裁
判
への
ま
な
ざ
し…

木
下
竜
馬

鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
論
◉
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
が
中
世
後
期
に
遺
し
た
も
の…

清
水
　
亮

中
世
武
士
団
論
◉
中
世
の
武
士
と
社
会
の
特
質
を
考
え
る…

田
中
大
喜

朝
廷
下
級
官
人
論
◉
朝
廷
を
支
え
る
官
僚
シ
ス
テ
ム…

遠
藤
珠
紀

室
町
殿
論
◉
新
た
な
る
権
力
者
像
の〈
発
見
〉…

大
田
壮
一
郎

室
町
期
守
護
論
◉
室
町
期
守
護
論
の「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」…

大
薮
　
海

中
世
後
期
法
制
史
研
究
◉
室
町
幕
府
法
か
ら
み
た
中
世
後
期
の「
法
」の
特
質…

松
園
潤
一
朗

中
世
寺
院
史
◉
中
世
寺
院
と
顕
密
体
制
を
考
え
る…

石
田
浩
子

中
世
村
落・環
境
史
◉
生
活
の
舞
台
と
し
て
の
村
落
を
ど
う
と
ら
え
る
か…

高
木
徳
郎

中
世
交
通・流
通
論
◉
水
陸
の
み
ち
を
考
え
る…

藤
本
頼
人

中
世
経
済
史
◉
中
世
人
の
生
活
を
探
る…

川
戸
貴
史

中
世
都
市
論
◉
都
市
の
輪
郭
に
つ
い
て
考
え
る…

三
枝
暁
子

中
世
身
分
論
◉
身
分
と
集
団
か
ら
中
世
社
会
を
考
え
る…

辻
　
浩
和

中
世
東
国
史
研
究
◉
地
域
史
と
国
家
史
の
あ
わ
い
で…

植
田
真
平

中
世
日
本・東
ア
ジ
ア
交
流
史
◉
外
国
と
の
関
わ
り
を
考
え
る…

伊
川
健
二

中
世
日
本
境
界
領
域
論
◉
東
ア
ジ
ア
交
流
の
玄
関
口
と
し
て
の
境
界
領
域…

荒
木
和
憲

古
文
書
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
◉
史
料
論
の
時
代
に
お
け
る
古
文
書
学
の
可
能
性…

佐
藤
雄
基

中
世
絵
画
史
料
論
◉
絵
画
に
か
く
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化…

黒
田
　
智

中
世
考
古
資
料
論
◉
中
世
考
古
学
の
方
法…

村
木
二
郎

―

執
筆
者
一
覧

あ
と
が
き―

増
補
改
訂
版
の
刊
行
に
寄
せ
て････

秋
山
哲
雄
・
田
中
大
喜
・
野
口
華
世

研
究
概
念
・
用
語
索
引

卒
論
・
修
論
の
執
筆
︑指
導
に
も
最
適
！

本
体
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製
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1
｜
テ
ー
マ
を
決
め
る

Q1…

レ
ポ
ー
ト
と
論
文
の
違
い
は
？ 　
　

 

Q2…

テ
ー
マ
を
決
め
る
要
素
は
？

Q3…

論
文
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
テ
ー
マ
は
？ 　
　

 

Q4…

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
絞
れ
な
い
と
き
は
？

Q5…

主
要
な
通
史
類
・
講
座
類
は
？ 　
　

 

Q6…

最
近
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
？

Q7…

テ
ー
マ
を
決
め
る
方
法
は
？

2
｜
参
考
文
献
を
読
む

Q1…

参
考
文
献
と
は
？ 　
　

 

Q2…

ふ
さ
わ
し
い
書
籍
と
は
？ 　
　

 

Q3…

書
籍
を
探
す
に
は
？

Q4…

研
究
論
文
と
は
？ 　
　

 

Q5…

学
術
雑
誌
と
は
？ 　
　

 

Q6…

研
究
論
文
を
探
す
に
は
？

Q7…

研
究
論
文
を
入
手
す
る
に
は
？ 　
　

 

Q8…

参
考
文
献
の
読
み
方
は
？

Q9…

参
考
文
献
を
読
む
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？ 　
　

 

Q10…

参
考
文
献
を
活
用
す
る
に
は
？

3
｜
史
料
を
読
む

Q1…

史
料
と
は
？ 　
　

 

Q2…

古
文
書
を
探
す
に
は
？ 　
　

 

Q3…

古
記
録
や
編
纂
物
を
探
す
に
は
？

Q4…

地
域
の
史
料
を
集
め
る
に
は
？ 　
　

 

Q5…

史
料
を
読
む
前
に
す
る
こ
と
は
？ 　
　

Q6…

史
料
を
読
む
に
は
？ 　
　

 

Q7…

史
料
を
読
む
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

Q8…

参
考
文
献
と
史
料
を
読
ん
だ
後
は
？

4
｜
構
成
を
考
え
る

Q1…

書
く
前
に
ま
ず
や
る
こ
と
は
？ 　
　

 

Q2…

「
は
じ
め
に
」で
書
く
べ
き
こ
と
は
？

Q3…

本
論
で
目
指
す
こ
と
は
？ 　
　

 

Q4…

本
論
で
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

Q5…

史
料
な
ど
を
適
切
に
引
用
す
る
に
は
？ 　
　

 

Q6…

「
お
わ
り
に
」で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？

5
｜
注（
註
）を
つ
け
る
／
史
料
を
引
用
す
る

Q1…

な
ぜ
注
を
つ
け
る
の
か
？ 　
　

 

Q2…

ど
の
よ
う
な
と
き
に
注
を
つ
け
る
の
か
？

Q3…

先
行
研
究
を
引
用
す
る
場
合
の
注
の
つ
け
方
は
？ 　
　

 

Q4…

史
料
を
引
用
す
る
場
合
の
注
の
つ
け
方
は
？

Q5…

史
料
を
引
用
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？ 　
　

 

Q6…

一
次
史
料
と
二
次
史
料
の
違
い
は
？

6
｜
推
敲
す
る

Q1…

推
敲
す
る
と
は
？ 　
　

 

Q2…

文
章
を
見
直
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？―

そ
の
１ 

字
句
な
ど―

Q3…

文
章
を
見
直
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？―

そ
の
２ 

文
章
・
段
落
の
長
さ―

Q4…

誤
解
さ
れ
な
い
文
章
を
書
く
に
は
？

7
｜
投
稿
し
よ
う

Q1…

ど
う
や
っ
て
投
稿
す
る
の
か
？ 　
　

 

Q2…

投
稿
す
れ
ば
必
ず
掲
載
さ
れ
る
の
か
？

「
Ⅱ 

論
文
を
書
こ
う
」
で
は
、

論
文
執
筆
か
ら
投
稿
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。

各
段
階
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
詳
し
く
説
明
。

７
つ
の
段
階
に
対
応
し
た
43
の
Ｑ
＆
Ａ

◉
頁
見
本

◉
頁
見
本32

Ⅱ　論文を書こう

Ｑ
2　

？
は
と
こ
き
べ
く
書
で
」
に
め
じ
は
「

は
で
」
に
め
じ
は
「

文
論
、

で
扱

関

る
す

史
究
研

の

理
整

を
行
う

理
整
史
究
研
。

を
通

て
し

点
時
現
、

に
で
ま

明
ら

と
こ
た
き
て
れ
さ
に
か

、

て
し
そ

点
時
現

で

題
課

て
し
と

残

れ
さ

を
と
こ
る
い
て

分
自
、

る
な
に
と
こ
る
め
と
ま
に
り
な

。

に
れ
こ

文
論
、

の

題
課

を

示
明

る
あ
で
の
る
き
で
が
と
こ
る
す

。

理
整
史
究
研

は

文
論
、

を
書

要
重

な

点
発
出

り
あ
で

備
準
、

は

念
入

に
行

い
な
ら
な
ば
れ
け
な
わ

準
。

備
の
際
に

要
必

な

献
文
考
参

）
究
研
行
先
（

や

料
史

の

集
収

つ
に

は
て
い

、

・

を

照
参

と
こ
の

。

で
」
に
め
じ
は
「
し
も

示
提

た
し

題
課

が

論
結
、

と

齬
齟

る
す

ば
れ
あ
が
と
こ

論
結
、

を
」
に
め
じ
は
「
て
せ
わ
あ
に

書
き
直
そ

う
。

し
だ
た

的
終
最
、

に
書
き
直

も
て
し
と
る
な
に
と
こ
す

論
、

文
を
書

る
い
て
い

中
最

に

性
向
方

を

失
見

に
う
よ
い
な
わ

、

ず
ま

ら
か
」
に
め
じ
は
「
は

書

た
め
じ
は
き

方
が

難
無

う
ろ
だ

。

お
な

、

で
ま
れ
こ

究
研

文
論

を

書

う
ろ
だ
る
あ
も
と
こ
く

。

の
そ

合
場

は
に

史
究
研
、

こ
い
な
が

を
と

摘
指

で
え
う
た
し

、

究
研

の
な
き
べ
す

か
、

の
そ

義
意

を
記

う
そ

。

「

会
社
家
公
期
前
世
中

の

容
変

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

領
院
女

の
そ
と

義
意

　
　

節
一
第

　

領
院
女

の

立
成

　
　

節
二
第

　

寺
願
御

の

承
継

の
そ
と

義
意

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

期
前
倉
鎌

の

者
行
知

と

院
羽
鳥
後

　
　

節
一
第

　

期
倉
鎌

の

院
門
嘉
安

る
よ
に

承
継

　
　

節
二
第

　

院
羽
鳥
後

る
よ
に

者
行
知

の

替
改

　
　

節
三
第

　

替
改
者
行
知

の

因
要

の
そ
と

響
影

　
　

節
四
第

　

久
承

の

後
乱

の

者
行
知

の

理
論

　
　

節
五
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
後
倉
鎌

の

者
行
知

の

編
再

　
　

節
一
第

　

院
寿
楽
安

の

編
再

　
　
　

（

院
山
亀
）

る
よ
に

者
行
知

の

置
配
再

　
　
　

（

置
配
再
者
行
知
）

の

味
意

　
　

節
二
第

　

者
行
知
領
院
寿
楽
安

の
そ
の

後

　
　

節
三
第

　

者
行
知

の

成
形
領
家

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

31

　

成
構

を
考

る
え

Ｑ
1　

？
は
と
こ
る
や
ず
ま
に
前
く
書

決
め
、

・

関

る
す

献
文
考
参

や

料
史

を
読

ら
だ
ん

、

く
や
う
よ

文
論

を

筆
執

る
き
で

階
段

る
な
と

文
論
。

を
書
く
前

は
に

、

ず
ま

体
全

の

次
目

を
考

お
を
と
こ
る
え

勧

る
す
め

次
目
。

は

然
当
、

ら
が
な
と
こ
の

、

書
き
進

に
ち
う
く
い
て
め

変

が
る
あ
も
と
こ
る
わ

初
最
、

な
か
ま
お
お
に

次
目

「
流

」
れ

）
を
考

と
く
お
て
え

文
論
、

の
筋

道
が

理
整

て
き
で

、

い
す
や
り
か
わ

文
論

を
書

る
き
で
が
と
こ
く

。

次
目

は
、

に
め
じ
は
「

↓
論
本
↓

う
い
と
」
に
り
わ
お

成
構

が
と
こ
る
と
を

多
い

論
本
。

は
、

章

ら
か

章
の

成
構

す
に

と
る

書
、

う
ろ
だ
い
す
や
き

。

た
ま

、

の
れ
ぞ
れ
そ

章
の
中
を
、

の
か
つ
く
い
に
ら
さ

節

と
る
け
わ
に

読
、

む

書
・
側

く
側
の

方
双

、

い
す
や
り
か
わ

容
内

る
な
に

。

ば
え
と
た

例
【、

】

な
う
よ
の

次
目

が
考

る
れ
ら
え

。

に
で
す

読

だ
ん

献
文
考
参

や

料
史

を
、

の
ど

章
や
節
で

用
引

を
か
の
る
す

考

ら
が
な
え

次
目

ば
け
い
て
せ
ま
ら
く
ふ
を

論
、

文
の
形
に
近

る
あ
で
ず
は
く
い
て
い
づ

。

は
ず
ま

次
目

考

う
よ
え

。

「

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

程
過

　
　

節
一
第

　

府
幕
倉
鎌

の

立
成

と

倉
鎌

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

倉
鎌

の

力
心
求

　
　

節
一
第

　

許
裁

の

力
心
求

　
　

節
二
第

　

済
経

の

力
心
求

　
　

節
三
第

　

教
宗

の

力
心
求

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

倉
鎌

の

化
核
多

　
　

節
一
第

　

力
心
求
軍
将

の

化
変

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

「
の

子
地

「
と
」

主
地

」

　
　

節
三
第

　

倉
鎌

「
の

所
宿

」

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

「

合
結
団
士
武

の

開
展
的
合
複

と

力
権
武
公

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

合
結
的
縁
族

と

合
結
的
域
地

　
　

節
一
第

　

団
士
武
期
倉
鎌

の

合
結
族
一

　
　

節
二
第

　

領
本

の

成
形

と

合
結
的
域
地

　
　

節
三
第

　

場
町

と

合
結
的
域
地

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
二
第

　

合
結
族
一

と

制
領
惣

　
　

節
一
第

　

制
領
惣

の

成
形

と

開
展

　
　

節
二
第

　

職
領
惣

の

立
成

　
　

節
三
第

　

督
家

と

領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
町
室
・
朝
北
南

の

団
士
武

と

制
園
荘

　
　

節
一
第

　

乱
内
朝
北
南

と

領
所
的
域
領

の

成
形

　
　

節
二
第

　

府
幕
町
室

の

と

団
士
武

　
　

節
三
第

　

期
町
室

の

制
園
荘

と

制
領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

例
【

】
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Ⅱ　論文を書こう

う

業
作

を
改

て
め

繰
り
返

う
そ

。

決

は
に
る
め

、

Ｑ
―

Ｑ
・

Ｑ
・

で
示

に
う
よ
た
し

、

対

て
し

史
究
研
、

を
踏

た
え
ま

史

拠
根
的
料

る
あ
の

答
回

を
示

が
か
う
ど
か
る
せ

要
重

る
な
と
ト
ン
イ
ポ
な

。

決

も
て
く
な
ら
ま

文
考
参
、

献
と

料
史

を
読

を
と
こ
む

続

ば
け
い
て
け

必
、

ず

進
前

る
き
で

。

定
確

で
ま
る
す

、

に
ず
め
ら
き
あ

度
何

も
で

考
参

献
文

と

料
史

に
挑

い
た
い
ら
も
で
ん

。

　

成
構

を
考

る
え

Ｑ
1　

？
は
と
こ
る
や
ず
ま
に
前
く
書

決
め
、

・

関

る
す

献
文
考
参

や

料
史

を
読

ら
だ
ん

、

く
や
う
よ

文
論

を

筆
執

る
き
で

階
段

る
な
と

文
論
。

を
書
く
前

は
に

、

ず
ま

体
全

の

次
目

を
考

お
を
と
こ
る
え

勧

る
す
め

次
目
。

は

然
当
、

ら
が
な
と
こ
の

、

書
き
進

に
ち
う
く
い
て
め

変

が
る
あ
も
と
こ
る
わ

初
最
、

な
か
ま
お
お
に

次
目

「
流

」
れ

）
を
考

と
く
お
て
え

文
論
、

の
筋

道
が

理
整

て
き
で

、

い
す
や
り
か
わ

文
論

を
書

る
き
で
が
と
こ
く

。

次
目

は
、

に
め
じ
は
「

↓
論
本
↓

う
い
と
」
に
り
わ
お

成
構

が
と
こ
る
と
を

多
い

論
本
。

は
、

章

ら
か

章
の

成
構

す
に

と
る

書
、

う
ろ
だ
い
す
や
き

。

た
ま

、

の
れ
ぞ
れ
そ

章
の
中
を
、

の
か
つ
く
い
に
ら
さ

節

と
る
け
わ
に

読
、

む

書
・
側

く
側
の

方
双

、

い
す
や
り
か
わ

容
内

る
な
に

。

ば
え
と
た

例
【、

】

な
う
よ
の

次
目

が
考

る
れ
ら
え

。

に
で
す

読

だ
ん

献
文
考
参

や

料
史

を
、

の
ど

章
や
節
で

用
引

を
か
の
る
す

考

ら
が
な
え

次
目

ば
け
い
て
せ
ま
ら
く
ふ
を

論
、

文
の
形
に
近

る
あ
で
ず
は
く
い
て
い
づ

。

は
ず
ま

次
目

考

う
よ
え

。

「

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

程
過

　
　

節
一
第

　

府
幕
倉
鎌

の

立
成

と

倉
鎌

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

倉
鎌

の

力
心
求

　
　

節
一
第

　

許
裁

の

力
心
求

　
　

節
二
第

　

済
経

の

力
心
求

　
　

節
三
第

　

教
宗

の

力
心
求

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

倉
鎌

の

化
核
多

　
　

節
一
第

　

力
心
求
軍
将

の

化
変

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

「
の

子
地

「
と
」

主
地

」

　
　

節
三
第

　

倉
鎌

「
の

所
宿

」

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

「

合
結
団
士
武

の

開
展
的
合
複

と

力
権
武
公

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

合
結
的
縁
族

と

合
結
的
域
地

　
　

節
一
第

　

団
士
武
期
倉
鎌

の

合
結
族
一

　
　

節
二
第

　

領
本

の

成
形

と

合
結
的
域
地

　
　

節
三
第

　

場
町

と

合
結
的
域
地

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
二
第

　

合
結
族
一

と

制
領
惣

　
　

節
一
第

　

制
領
惣

の

成
形

と

開
展

　
　

節
二
第

　

職
領
惣

の

立
成

　
　

節
三
第

　

督
家

と

領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
町
室
・
朝
北
南

の

団
士
武

と

制
園
荘

　
　

節
一
第

　

乱
内
朝
北
南

と

領
所
的
域
領

の

成
形

　
　

節
二
第

　

府
幕
町
室

の

と

団
士
武

　
　

節
三
第

　

期
町
室

の

制
園
荘

と

制
領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

例
【

】

13

に
め
じ
は

文
論

を
書

う
い
と
く

業
作

は
、

で
ま
れ
こ

進

た
き
て
め

究
研

を

章
文

て
め
と
ま
て
し
と

見
新

を

界
学

に
問
い

問
学
、

の

展
進

に

与
寄

る
あ
で
と
こ
る
す

。

に
け
だ
れ
そ

文
論

は
、

に
ぐ
す

書

い
な
は
で
の
も
る
け

。

く
よ
づ
り
ば
ね

献
文
考
参

や

料
史

と
向

き
合

絞
り
、
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頁+

本
文
五
六
〇
頁

二
〇
二
一
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22300-9  C3020

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部
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高
橋
　
修
（
た
か
は
し
・お
さ
む
）

茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
中
世
史
。

主
要
著
書
に『
中
世
武
士
団
と
地
域
社
会
』（
清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
）、『
図
説 

戦
国
合
戦
図
屏
風
の
世
界
』（
監
修
、

学
研
、二
〇
〇
二
年
）、『【
異
説
】
も
う
ひ
と
つ
の
川
中
島
合

戦―

川
中
島
合
戦
図
屏
風
の
発
見
』（
洋
泉
社
、二
〇
〇
七

年
）、『
熊
谷
直
実 

中
世
武
士
の
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二

〇
一
四
年
）、『
信
仰
の
中
世
武
士
団―

湯
浅
一
族
と
明

恵
』（
清
文
堂
出
版
、二
〇
一
六
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
著
者
紹
介
】

【
目
次
】カ

ラ
ー
口
絵

序
　
論…

「
戦
国
合
戦
図
屛
風
」の
世
界

第
Ⅰ
部
◎「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」と
甲
越
軍
学

第
一
章…

紀
州
本「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」と
紀
州
徳
川
家

第
二
章…

軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
に
つ
い
て

　
　
　
　―

紀
州
本「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」の
周
辺

第
三
章…

甲
越
軍
学
の
軌
跡

　
　
　
　―

山
本
勘
助
と
宇
佐
美
駿
河
守
を
生
み
だ
し
た
も
の

　﹇
補
説
﹈…

享
保
二
年（
一
七
一
七
）四
月
十
五
日
付

　
　
　
　
　
栗
林
次
郎
左
衛
門（
政
盛
）宛
大
河
原
重
祐
要
門
流
印
可
状

第
四
章…

山
本
勘
助
と『
甲
陽
軍
鑑
』

　﹇
補
説
一
﹈…

狩
野
文
庫
の
杉
山
家
資
料

　﹇
補
説
二
﹈…

「
武
田
信
玄
配
陣
図
屛
風
」と「
武
田
信
玄
本
陣
之
図
」に
つ
い
て

第
五
章…

米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」

　
　
　
　
　―

画
面
構
成
と
成
立
背
景

第
六
章…

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道
蔵「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」の

　
　
　
　
図
像
的
特
徴
と
成
立
背
景―

公
武
協
調
の
時
代
と「
上
杉
謙
信
」

第
Ⅱ
部
◎「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」

第
七
章…

「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」の
概
要
と
論
点

第
八
章…

「
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」の
成
立
と
展
開

第
九
章…

「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」を
読
む

第
十
章…

尾
張
・
紀
伊
両
徳
川
家
に
お
け
る
小
牧
・
長
久
手
合
戦
の
研
究
と
顕
彰

第
十
一
章…

豊
田
市
郷
土
資
料
館
蔵「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」の

　
　
　
　
　
図
像
的
特
徴
と
成
立
背
景

第
Ⅲ
部
◎「
合
戦
図
屛
風
」の
諸
相

第
十
二
章…
「
賤
ヶ
岳
合
戦
図
屛
風
」と『
川
角
太
閤
記
』

第
十
三
章…

「
蔚
山
合
戦
図
屛
風
」（「
朝
鮮
軍
陣
図
屛
風
」）の
成
立
と
展
開

第
十
四
章…

和
歌
山
県
立
博
物
館
蔵「
壬
辰
倭
乱
図
屛
風
」に
つ
い
て

第
十
五
章…

「
関
ヶ
原
合
戦
図
屛
風
」の
概
要
と
研
究
の
現
状

第
十
六
章…

解
題「
長
谷
堂
合
戦
図
屛
風
」

第
十
七
章…

「
湊
川
合
戦
図
屛
風
」の
世
界

第
十
八
章…

「
結
城
合
戦
絵
詞
」と
は
何
か

補
　
論…

そ
の
他
の
作
品
の
手
引
き

総
　
論…

総
括
と
課
題

　
戦
国
合
戦
図
屛
風
所
在
一
覧

　
あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
索
　
引

　

本体9,000円（+税）
A5判・上製カバー装

カラー口絵32頁+本文496頁
ISBN978-4-585-22301-6  C3021

2021年2月発売

図版点数

223点
図版点数

223点

日本史（戦国時代）・美術

高
橋
　
修
【
著
】

戦
国
合
戦
図
屛
風
の

歴
史
学

「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」

「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」

「
関
ヶ
原
合
戦
図
屛
風
」な
ど
、

主
要
作
品
20
数
点
を
、

歴
史
学
の
視
点
か
ら
丹
念
に
読
み
解
き
、

図
像
的
特
徴
や
成
立
背
景
、

写
本
の
普
及
と
合
戦
像
の
定
着
、

後
世
の
評
価
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

長
年
、合
戦
図
屛
風
を
追
究
し
て
き
た

著
者
に
よ
る
研
究
成
果
の
集
大
成
。

豪
華
絢
爛
！
細
密
の
極
致
！

「
戦
国
合
戦
図
屛
風
」は
な
ぜ
作
ら
れ
た
の
か
？
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日本史（近世）

定
価
一
一、〇
〇
〇
円（
税
込
）﹇
本
体
一
〇
、〇
〇
〇
円
﹈・Ａ
５
判
上
製
カバ
ー
装・五
一
二
頁（
＋
カ
ラ
ー
一
六
頁
）・二
〇
二
一
年
五
月
刊
行・ISBN

978-4-585-32000-5 C
3021

岩
淵
令
治
〈
編
〉

江
戸
滞
在
記

勤
番
武
士
の

国
枝
外
右
馬
江
戸
詰
中
日
記

（
い
わ
ぶ
ち
・
れ
い
じ
）一
九
六
六
年
生
ま
れ
。学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
近
世
都
市
史
。著
書
に『
江

戸
武
家
地
の
研
究
』（
塙
書
房
、二
〇
〇
四
年
）、『
史
跡
で
読
む
日
本
の
歴
史
』
９
（
編
著
、吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
〇
年
）、『「
江
戸
」

の
発
見
と
商
品
化
』（
編
著
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
）、
論
文
に
「
巨
大
都
市
江
戸
に
お
け
る
居
住
者
と
自
己
認
識
」（
渡
辺
浩

一
／
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
編
『
自
己
語
り
と
記
憶
の
比
較
都
市
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、「
江
戸
に
お
け
る
鷹

匠
の
交
流
」（
福
田
千
鶴
・
武
井
弘
一
編
『
鷹
狩
の
日
本
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

新
た
な
江
戸
像
を
描
き
出
す
貴
重
史
料

天
保
改
革
期
に
臼
杵
藩
士
・
国
枝
外
右
馬
が
、
参
勤
交
代
で
江
戸
勤
番
の
間
に
書
き
残
し
た

一
年
分
の
日
記
史
料
の
全
編
を
初
め
て
活
字
化
。
一
四
〇
点
に
及
ぶ
挿
絵
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

四
十
代
に
し
て
初
め
て
見
る
江
戸
の
様
子
や
、
自
分
の
仕
事
ぶ
り
を
息
子
た
ち
に
伝
え
る

生
き
生
き
と
愛
ら
し
い
絵
入
り
の
詳
細
な
記
述
は
、
研
究
史
料
と
し
て
稀
有
な
だ
け
で
な
く
、

専
門
家
以
外
の
読
者
に
も
江
戸
の
人
々
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

外
か
ら
や
っ
て
き
た
勤
番
武
士
に
よ
る
江
戸
の
報
告
は
、

地
元
の
人
間
が
発
信
す
る
も
の
と
は
異
な
る
新
た
な
江
戸
像
を
示
す
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
構
成

カ
ラ
ー
口
絵

序
文
・
凡
例

【
日
記
翻
刻
】

国
枝
外
右
馬
江
戸
詰
中
日
記
　
第
一
冊

　
天
保
十
三
年
四
月
〜
九
月
朔
日
ゟ
十
四
日
迄

国
枝
外
右
馬
江
戸
詰
中
日
記
　
第
二
冊

　
九
月
十
四
日
夕
ゟ
晦
日
迄
〜
天
保
十
四
年
五
月

【
解
説
】

解
題―

岩
淵
令
治

国
枝
外
右
馬
と
そ
の
周
辺

　
放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
「
古
文
書
を
読
む
会
」

挿
絵
一
覧
・
あ
と
が
き

く
に
え
だ
と
う
ま 

え
ど
ず
め
ち
ゅ
う
にっ
き

き
ん
ば
ん
ぶ
し
の 

え
ど
た
い
ざ
い
き

ご送付先ご住所（通信欄）
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書誌学・出版史・中世文学・日本史（中世・近世）

人
々
を
魅
了
し
た
新
た
な
メ
デ
ィ
ア

十
六
世
紀
末
、
従
来
出
版
活
動
を
行
っ
て
い
た
寺
院
は
も
と
よ
り
、

天
皇
や
将
軍
そ
し
て
新
興
の
豪
商
な
ど
を
も
魅
了
し
た
、
日
本
書

物
史
に
お
け
る
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
が
誕
生
し
た
。

―

古
活
字
版
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
、
い
か
な
る
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
の
か
。

古
典
の
代
表
作
と
し
て
広
く
享
受
さ
れ
、
多
数
の
現
存
伝
本
を
持

つ
下
村
本
『
平
家
物
語
』、
史
上
稀
な
る
豪
華
活
字
版
本
と
し
て
製

作
さ
れ
た
「
嵯
峨
本
」、
そ
し
て
、
古
活
字
版
製
作
を
め
ぐ
る
場
と

人
び
と
に
着
目
し
、
長
年
に
わ
た
る
古
活
字
版
の
悉
皆
調
査
を
行
っ

て
き
た
知
見
を
も
と
に
日
本
出
版
史
に
お
け
る
古
活
字
版
の
時
代

を
炙
り
出
す
。

嵯
峨
本
諸
本
、『
平
家
物
語
』
下
村
本
諸
本
の

現
存
伝
本
目
録
を
収
載
。

中
近
世
移
行
期
の

文
化
と
古
活
字
版

高
木
浩
明
﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
木
浩
明 

（
た
か
ぎ
・ひ
ろ
あ
き
）

清
風
高
等
学
校
・
近
畿
大
学
文
芸
学
部
非
常
勤
講
師
。専
門
は
日
本
中
世
文
学
、書
誌
学
。古
活
字
版

の
悉
皆
調
査
に
よ
り
、第
３
回「
岩
瀬
弥
助
記
念
書
物
文
化
賞
」を
受
賞
。著
書
、論
文
に「
古
活
字
版
悉

皆
調
査
目
録
稿
」（
一
）〜（
九
）（
鈴
木
俊
幸
編『
書
籍
文
化
史
』第
十
一〜
十
九
集
、二
〇
一
〇
〜
一八
年
）、

「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
古
活
字
版
悉
皆
調
査
目
録
稿
」（『
調
査
研
究
報
告
』第
四
十
号
、国
文
学
研
究

資
料
館
、二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

図版点数
約200点！
図版点数
約200点！

ご送付先ご住所（通信欄）
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次
﹈……

…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

は
じ
め
に

第
一
部
　
下
村
本『
平
家
物
語
』と
そ
の
周
辺

　
第
一
章
　
下
村
本『
平
家
物
語
』と
製
作
環
境
を
め
ぐ
っ
て

　
第
二
章
　
下
村
本『
平
家
物
語
』書
誌
解
題
稿

　
第
三
章
　『
平
家
物
語
』十
行
平
仮
名
古
活
字
本
は

　
　
　
　
　
　
下
村
本
の
底
本
た
り
得
る
か

　
第
四
章
　
下
村
本『
平
家
物
語
』と
そ
の
周
辺

　
　
　
　
　
　―

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と

　
第
五
章
　『
平
家
物
語
』古
活
字
覚
一
本
に
つ
い
て
の
覚
書

　
第
六
章
　
古
活
字
版『
源
平
盛
衰
記
』の
諸
版
に
つ
い
て

第
二
部 

「
嵯
峨
本
」の
世
界

　
第
一
章
　「
嵯
峨
本
」再
見―

現
存
伝
本
調
査
報
告

　
第
二
章
　
嵯
峨
本『
伊
勢
物
語
』書
誌
考
証

　
　
第
二
章
付
録
　
嵯
峨
本『
伊
勢
物
語
』（
慶
長
十
三
年
初
刊
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
異
植
字
一
覧

　
第
三
章
　
古
活
字
版『
伊
勢
物
語
』書
誌
解
題
稿

　
第
四
章
　
嵯
峨
本『
方
丈
記
』書
誌
考
証

　
第
五
章
　
嵯
峨
本『
撰
集
抄
』書
誌
考
証

第
三
部 

古
活
字
版
を
め
ぐ
る
場
と
人
々

　
第
一
章
　『
百
人
一
首
抄
』（
幽
斎
抄
）成
立
前
夜

　
　
　
　
　
　―

中
院
通
勝
の
果
た
し
た
役
割

　
第
二
章
　『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』成
立
前
夜

　
　
　
　
　
　―

中
院
通
勝
真
筆
本『
つ
れ

く
私
抄
』の
紹
介
を
兼
ね
て

　
第
三
章
　
古
活
字
版『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』書
誌
解
題
稿

　
第
四
章
　
角
倉
素
庵
と
学
問
的
環
境

　
第
五
章
　
古
活
字
版
を
必
要
と
し
た
人
々

　
第
六
章
　
古
活
字
版『
大
和
物
語
』の
刊
行
年
時
を
考
え
る

　
第
七
章
　
古
活
字
版『
後
漢
書
』の
刊
行
年
時
を
考
え
る

　
第
八
章
　
本
文
は
刊
行
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　―

要
法
寺
版『
沙
石
集
』を
糸
口
に
し
て

　
第
九
章
　
要
法
寺
と
い
う
場
に
つ
い
て
考
え
る

　
第
十
章
　
二
兵
衛
と
そ
の
出
版
活
動
を
め
ぐ
る
覚
書

お
わ
り
に
／
初
出
一
覧
／
図
版
一
覧
／
索
引

本体15,000円（+税）
A5 判上製カバー装・880 頁

ISBN 978-4-585-20077-2・C3000
2020 年 11月刊行



図書館学・アーカイブ・日本史（近代史）

そ
の「
本
」は
ど
こ
か
ら
来
て
、

ど
こ
へ
行
っ
た
の
か―

―

幕
末
・
明
治
期
、
英
国
の
外
交
官
・
日
本
研
究
者
と
し
て
活

躍
し
、
日
本
の
古
書
収
集
家
と
し
て
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ

た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
。

そ
の
サ
ト
ウ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
浮
世
絵
の
研
究
、
特

に
謎
の
浮
世
絵
師
「
写
楽
」
の
考
証
に
と
っ
て
の
重
要
な
資

料
で
あ
る
『
増
補
浮
世
絵
類
考
』
が
含
ま
れ
て
い
た
。

作
者
の
斎
藤
月
岑
の
死
後
、
サ
ト
ウ
の
所
蔵
を
へ
て
、
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
期
間
、
こ
の

本
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
。

写
本
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
『
浮
世
絵
類
考
』
の
全
般
に
か

か
わ
る
問
題
に
も
言
及
し
つ
つ
、
そ
の
謎
を
追
う
。

ア
ー
ネ
ス
ト・
サ
ト
ウ
と

蔵
書
の
行
方
『
増
補
浮
世
絵
類
考
』

の
来
歴
を
め
ぐ
っ
て

小
山
騰 
﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
山
騰 

（
こ
や
ま
・の
ぼ
る
）

一九
四
八
年
愛
知
県
生
ま
れ
。成
城
大
学
文
芸
学
部
卒
業
。慶
應
大
学
大
学
院
修
士
課
程（
日
本
史
）修
了
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｕ
Ｃ
Ｌ
で
Ｐ
Ｇ 

Ｄ
ｉｐ（
図
書
館
・
情
報
学
）を
取
得
。国
会
図
書
館
勤
務
な
ど
を
経
て
、一九
八

五
年
か
ら
二
〇
一五
年
ま
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
日
本
部
長
。

主
な
編
著
書
に
、『
日
本
の
刺
青
と
英
国
王
室―

明
治
期
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
』（
藤
原
書
店
、二

〇
一〇
年
）、『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
と
近
代
日
本
研
究
の
歩
み
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一七
年
、第
二
十
回

図
書
館
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
受
賞
）、『
戦
争
と
図
書
館―

英
国
近
代
日
本
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
』

（
勉
誠
出
版
、二
〇
一八
年
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

は
し
が
き―

本
題
の
〝
ま
く
ら
〞
と
し
て
、ま
ず
剣
客
と
写
本
の
話

序　

章

第
一
章　
『
浮
世
絵
類
考
』

第
二
章　
『
増
補
浮
世
絵
類
考
』を
入
手
し
た
事
情
を
さ
ぐ
る

第
三
章　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
蔵
書
収
集

第
四
章　

サ
ト
ウ
の
蔵
書
の
行
方
と
蔵
書
目
録　

第
五
章　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
サ
ト
ウ　

終　

章　

あ
と
が
き
／
参
考
文
献
一
覧
／
人
名
索
引本

体
四
、二
〇
〇
円（
＋
税
）

四
六
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
四
六
四
頁

二
〇
二
〇
年
十
一
月
刊
行

ISBN
978-4-585-20078-9

・C1000

プ
ロ
ヴ
ィ
ナ
ン
ス

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体4,200円（+税）
四六判上製カバー装・464 頁

ISBN 978-4-585-20078-9・C1000
2020 年 11月刊行

アーネスト・サトウと蔵書の行方
『増補浮世絵類考』の来歴をめぐって
小山騰［著］



芸
人
た
ち

一
発
屋

明
治
の珍

芸
四
天
王
と

民
衆
世
界

な
が
み
ね
・し
げ
と
し
◎
一
九
五
五
年
生
ま
れ
。九
州
大
学
文
学
部
卒
業
。元
東
京
大
学
図
書
館
職
員
。出
版
文
化
・
大
衆
文
化
史
研
究
家
。日
本
出
版
学
会
、

本
マス・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ション
学
会
、メ
ディ
ア
史
研
究
会
、日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
学
会
会
員
。著
書
に『
雑
誌
と
読
者
の
近
代
』（
日
本
エ
ディ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、

一
九
九
七
年
、日
本
出
版
学
会
賞
）、『
オ
ッペ
ケペ
ー
節
と
明
治
』（
文
春
新
書
、二
〇
一
八
年
）、『「
リ
ンゴ
の
唄
」
の
真
実―

戦
後
初
め
て
の
流
行
歌
を
追
う
』（
青

弓
社
、
二
〇
一
八
年
）、『
歌
う
大
衆
と
関
東
大
震
災―

「
船
頭
小
唄
」「
籠
の
鳥
」
は
な
ぜ
流
行
し
た
の
か
』（
青
弓
社
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
多
数
。

四
天
王
は

な
ぜ
消
え
た
？

「
ス
テ
テ
コ
」の
円
遊
、「
ヘ
ラ
ヘ
ラ
」の
万
橘
、

「
ラ
ッ
パ
」の
円
太
郎
、「
テ
ケ
レ
ツ
」の
談
志
。

全
国
的
な
熱
狂
を
引
き
起
こ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

歴
史
の
狭
間
に
消
え
た「
珍
芸
四
天
王
」た
ち
の
実
像
に
迫
る
！

序
章
◉
明
治
前
期
の
落
語
界
と

新
奇
性
の
追
求

◎
落
語
家
の
人
数
◎
寄
席
と
劇
場
と
観
客

◎
寄
席
の
取
り
締
ま
り
と
新
奇
性
の
追
求

第
一
部
◉
珍
芸
の
誕
生
と
そ
の
民
衆
的
起
源

第
一
章
◉
ス
テ
テ
コ
踊
り
の﹁
新
手
﹂の
誕
生

◎
ス
テ
テ
コ
踊
り
と
は
◎
ス
テ
テ
コ
踊
り
の
起
源
に
関
す
る
定
説

◎
円
遊
の
真
打
ち
昇
進
と
ス
テ
テ
コ
踊
り
の「
新
手
」の
誕
生

◎
ス
テ
テ
コ
踊
り
の
歌
の
変
遷

第
二
章
◉
ヘ
ラ
ヘ
ラ
・
ラ
ッ
パ
・
テ
ケ
レ
ツ
パ
ア
の
誕
生―

都
市
路
上
の
再
現

◎
ヘ
ラ
ヘ
ラ
踊
り
は
大
道
芸
に
起
源

◎
ラ
ッ
パ
の
円
太
郎―

東
京
の
路
上
の
再
現

◎
談
志
は「
郭
巨
」の
故
事
を
実
演第

三
部
◉
四
天
王
の
凋
落
と

新
た
な
芸
人
の
登
場

第
五
章
◉
四
天
王
の
凋
落

◎
大
一
座
の
解
体
◎
万
橘
の「
田
舎
稼
ぎ
」

◎
ラ
ッ
パ
芸
に
生
き
た
円
太
郎
◎
円
遊
は
落
語
界
の
重
鎮
へ

◎
落
語
研
究
会
と
円
遊
の
凋
落

第
六
章
◉
明
治
二
十
年
代
の
新
た
な
芸
人
と
歌
の
流
行

◎
川
上
音
二
郎
と「
オ
ッペ
ケ
ペ
ー
節
」

◎
春
風
亭
双
枝
と「
ヤ
ッ
ツ
ケ
ロ
節
」◎
徳
永
里
朝
と「
縁
か
い
な
」

お
わ
り
に
・
参
考
文
献
・
挿
図
一
覧

資
料
１　
「
万
橘
坊
主
ノ
伝
」　　

槎
盆
子（
関
謙
之
）

資
料
２　

四
天
王
の
口
演
速
記
演
目
リ
ス
ト（
明
治
期
刊
行
分
）

資
料
３　

円
遊
口
演
の
録
音
資
料

第
二
部
◉
珍
芸
ブ
ームの

全
国
的
拡
大
と
民
衆
世
界

第
三
章
◉
珍
芸
ブ
ー
ム
の
展
開
過
程

◎
ヘ
ラ
ヘ
ラ
・
ス
テ
テ
コ
が
珍
芸
ブ
ー
ム
を
先
導

◎
七
人
男
ブ
ー
ム
の
誕
生
◎
四
天
王
ブ
ー
ム
へ
の
移
行

◎
落
語
界
か
ら
反
発
の
声
上
が
る

第
四
章
◉
珍
芸
ブ
ー
ム
が
全
国
へ
拡
が
る

◎
珍
芸
の
市
中
へ
の
拡
が
り
◎
珍
芸
の
地
方
へ
の
伝
播

◎
関
西
の
女
芸
人
に
よ
る
ヘ
ラ
ヘ
ラ
ブ
ー
ム

芸能・文化史

永
嶺
重
敏
〈
著
〉

本体3,500円（+税）
四六判上製カバー装・280頁（附・カラー口絵）
2020年11月刊行
ISBN978-4-585-27058-4 C0076

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体3,500円（+税）
四六判上製カバー装・280頁（附・カラー口絵）

2020年11月刊行
ISBN978-4-585-27058-4 C0076永嶺重敏〈著〉

明治の一発屋芸人たち
珍芸四天王と民衆世界

勉誠出版



日本史（近世・近代）

早
稲
田

土
地
の
記
憶
か
ら

読
み
解
く

大
都
市
東
京
の
周
縁
、

早
稲
田
界
隈
。

低
地
と
台
地
と
、多
く
の
坂
に
形
ど
ら
れ
た
こ
の
地
を

歩
き
続
け
た一人
の
イ
タリ
ア
人
研
究
者
がい
た
。

神
田
川・東
京
専
門
学
校・尾
張
藩
下
屋
敷・穴
八
幡
宮・

胸
突
坂・夏
目
漱
石・椿
山
荘―

過
去
と
現
在
、様
々
な
学
問
領
域
を
横
断
する
自
在
な
構
想
力
で
、

古
代・中
世・近
世
に
遡
る
土
地
の
基
層
を
掘
り
起
こ
し
、

早
稲
田
とい
う「
小
宇
宙（
ミ
クロコスモ
）」か
ら
、

江
戸・東
京
とい
う「
大
宇
宙（
マクロコスモ
）」を
描
く
。

膨
大
な
文
献・史
料・地
図
の
博
捜
と
現
地
踏
査
か
ら

土
地
の
文
化
的・歴
史
的
価
値
を
発
見
する
、

も
う
ひ
とつ
の
江
戸・東
京
学
。

ロ
ー
ザ
・カ
ーロ
リ〈
著
〉……

…
…
…
…
…

一九
六
〇
年
生
ま
れ
。ヴェネ
ツィア「
カ・フォスカ
リ
」大
学
教
授
。専
門
は
、日
本
近
現
代
史
、沖
縄
史
、江
戸・東
京
の
都
市
史
。

大
内
紀
彦
／
フィ
リ
ッ
ポ・ド
ル
ネ
ッ
ティ〈
訳
〉

早稲田を
歩き、

江戸・東京
を知る！

早稲田を
歩き、

江戸・東京
を知る！
古写真・古地図
浮世絵・古文書

など、

図版点数
100点超！

読
書
案
内…

…
…

陣
内
秀
信

カ
ラ
ー口
絵

﹇
第
１
章
﹈井
の
頭
か
ら
江
戸
の
井
戸
ま
で

―

神
田
川
と
水
都
と
し
ての
江
戸
の
発
展

﹇
第
２
章
﹈江
戸
か
ら
大
江
戸へ

―

振
袖
火
事
と
早
稲
田
界
隈
の
下
屋
敷
の
誕
生

﹇
第
３
章
﹈椿
の
山―

神
田
川
の
北
側 

﹇
第
４
章
﹈早
稲
田

本
書
の
構
成

本
体
二
七
〇
〇
円（
＋
税
）

四
六
判
並
製
カバ
ー
装・二
七
二
頁（
＋
カ
ラ
ー
12
頁
）

二
〇
二
一
年
三
月
中
旬
刊
行

ISBN
978-4-585-22299-6 C

0021

『
東
京
の
空
間
人
類
学
』著
者
、

ブ
ラ
タモ
リ
で
も
お
な
じ
み
、

陣
内
秀
信
先
生

推
薦
！

江
戸・東
京
の

な
かの

小
宇
宙
ミ
クロコス
モ

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025勉誠出版

本体2,700円（＋税）
四六判並製カバー装・272頁（+カラー口絵12頁）

2021年3月刊行
ISBN978-4-585-22299-6 C0021

土地の記憶から読み解く
早稲田 江戸・東京のなかの小宇宙

ローザ・カーロリ〈著〉大内紀彦／フィリッポ・ドルネッティ〈訳〉





ま
え
が
き ﹇
岡
墻
裕
剛
﹈

第
１
部
…
言
葉
を
ど
う
書
くか

日
本
語
の
表
記
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
特
徴

―

日
本
語
の
言
語
学
的
文
字
論
と
し
て ﹇
加
藤
重
広
﹈

近・現
代
小
説
の
片
仮
名
の
用
法
一
斑

―

村
上
春
樹『
海
辺
の
カ
フ
カ
』を
中
心
に ﹇
金
水
敏
﹈

古
代
中
国
語
に
お
け
る
漢
字
の
表
語
現
象
の
諸
相 ﹇
松
江
崇
﹈

平
安
時
代
の
真
仮
名﹇
乾
善
彦
﹈

第
２
部
…
文
献
を
ど
う
読
む
か

訓
点
研
究「
超
」入
門 ﹇
小
助
川
貞
次
﹈

篆
隷
万
象
名
義
に
お
け
る
漢
文
節
の
意
味
注
記
に
つ
い
て ﹇
李
媛
﹈

図
書
寮
本『
類
聚
名
義
抄
』に
お
け
る
掲
出
語
と
注
文
の
対
応
に
つ
い
て ﹇
申
雄
哲
﹈

辞
書
と
文
献
の
比
較
に
基
づ
く
定
訓
論
の
再
検
討

―

キ
リ
シ
タン
版『
落
葉
集
』と『
ぎ
や
ど
ぺか
ど
る
』を
中
心
と
し
て ﹇
白
井
純
﹈

明
治
期
に
お
け
る
基
本
漢
字
文
献
の
諸
相 ﹇
岡
墻
裕
剛
﹈

第
３
部
…
文
字
を
ど
う
学
ぶか

『
文
選
』の
学
習―

訓
点
資
料
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と ﹇
渡
辺
さ
ゆ
り
﹈

学
び
の
系
譜
と
そ
の
豊
饒―

江
戸
寺
子
屋
教
科
書
往
来
物
資
料
を
中
心
に ﹇
萩
原
義
雄
﹈

変
体
仮
名
を
学
ぶ
小
学
生 ﹇
岡
田
一
祐
﹈

米
国
陸
海
軍
日
本
語
学
校
の
漢
字
教
材“kanji book” ﹇
高
田
智
和
﹈

第
４
部
…
文
化
を
ど
う
残
す
か

京
都
の「
天
橋
立
」を
表
す
日
本
製
漢
字
の
展
開
と
背
景

―

「
日
」「
有
」を
中
心
に ﹇
笹
原
宏
之
﹈

「
蝦
夷
記
」の
アイ
ヌ
語
申
渡
文
に
お
け
る
仮
名
の
用
法 ﹇
佐
藤
知
己
﹈

JIS

仮
名
とUnicode

仮
名
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題 ﹇
當
山
日
出
夫
﹈

漢
字
字
体
研
究
と
日
本
古
辞
書
デ
ー
タベース
の
構
築 ﹇
池
田
証
壽
﹈

あ
と
が
き ﹇
加
藤
重
広
﹈・執
筆
者
一
覧

も
く
じ

日本語学

日
本
語

文
字
論
の

挑
戦

表
記
・

文
字
・

文
献
を
考
え
る
た
め
の
17
章

ひ
ら
が
な・カ
タ
カ
ナ・漢
字・ロ
ー
マ
字
等
、

世
界
的
に
も
珍
し
い
多
文
字
種
環
境
を
有
す
る
日
本
語
。

古
来
、日
本
人
に
と
って「
文
字
」は
、

意
思
疎
通
の
た
め
の
情
報
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、

彼
我
の
文
化
に
架
橋
す
る
た
め
の
媒
体
で
あ
っ
た
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
視
野
に

「
書
く
」「
読
む
」「
学
ぶ
」「
残
す
」と
い
う
文
字
の
諸
機
能
に
着
目
し
、

日
本
語
に
お
け
る「
文
字
論
」の
豊
穣
な
世
界
を
示
す
初
め
て
の一
冊
。

加
藤
重
広・岡
墻
裕
剛
〈
編
〉

か
と
う
・
し
げ
ひ
ろ
◉
一
九
六

四
年
生
ま
れ
。北
海
道
大
学
文

学
研
究
院
教
授（
言
語
科
学
研

究
室
）。専
門
は
日
本
語
学
・
言

語
学
。著
書
に『
日
本
語
統
語
特

性
論
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
年
）、『
言
語
学
講
義
』

（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
九
年
）な

ど
が
あ
る
。

お
か
が
き
・
ひ
ろ
た
か
◉
一
九

八
〇
年
生
ま
れ
。神
戸
女
子
大

学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科

准
教
授
。専
門
は
日
本
語
学（
表

記
・
漢
字
）。著
書
に『
Ｂ・
Ｈ・

チ
ェ
ン
バ
レ
ン『
文
字
の
し
る

べ
』影
印
・
研
究
』（
編
著
、勉
誠

出
版
、二
〇
〇
八
年
）な
ど
が
あ

る
。

ご送付先ご住所（通信欄）
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阪
本
博
志﹇
編
﹈

お
お
や
そ
ういち

雑
誌
図
書
館
の
全
貌
と
そ
の
研
究
活
用　

　
　
　
カ
ラ
ー
口
絵
／
は
じ
め
に
◎
大
宅
映
子
／
本
書
の
構
成
◎
阪
本
博
志

第
Ⅰ
章
　
索
引
的
思
考

　
　
　
　―

〈
無
思
想
人
〉大
宅
壮
一
に
お
け
る
知
の
技
法
◎
有
馬
学

　
　
　
　
コ
ラ
ム
①
　
ノ
ー
パ
ン
喫
茶
と
大
宅
文
庫

　
　
　
　―

週
刊
誌
が
お
し
え
て
く
れ
る
こ
と
、く
れ
な
い
こ
と
◎
井
上
章
一

第
Ⅱ
章
　
大
宅
壮
一
と
大
宅
壮
一
文
庫
◎
阪
本
博
志

　
　
　
　
①
大
宅
壮
一
文
庫
の
誕
生
②
大
宅
壮
一
文
庫
の
発
展
③
大
宅
壮
一
文
庫
の
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
コ
ラ
ム
②
　
大
宅
文
庫
に
つ
い
て
思
う
こ
と
◎
三
鬼
浩
子

第
Ⅲ
章
　
雑
誌
の
図
書
館 

大
宅
壮
一
文
庫

　
　
　
　―

そ
の
所
蔵
資
料
と
利
用
方
法
◎
鴨
志
田
浩

　
　
　
　
①
大
宅
壮
一
文
庫
の
概
要
②
大
宅
壮
一
文
庫
の
迷
宮
書
庫

　
　
　
　
③
大
宅
壮
一
文
庫
の
出
版
物
④
大
宅
壮
一
文
庫
の
索
引
・
検
索
シ
ス
テ
ム 

　
　
　
　
⑤
大
宅
壮
一
文
庫
の
資
料
閲
覧
と
各
種
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
コ
ラ
ム
③
　
長
持
と
し
て
の
大
宅
文
庫
◎
永
井
良
和

第
Ⅳ
章
　
大
宅
壮
一
文
庫
の
活
用
（1）　
横
断
的
研
究

　
　
　
　
雑
誌
ア
ー
カ
イ
ブ・
大
宅
壮
一
文
庫―

そ
の
現
在
と
未
来
◎
前
島
志
保

　
　
　
　
二
一
世
紀
に
お
け
る
大
宅
文
庫
の
可
能
性
◎
鳥
羽
耕
史

　
　
　
　
受
験
・
教
育
雑
誌
と
文
学―

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵
誌
を
き
っ
か
け
と
し
て
◎
大
原
祐
治

　
　
　
　
出
版
社
系
週
刊
誌
の
誕
生―

『
週
刊
新
潮
』と
文
学
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
◎
加
藤
邦
彦

　
　
　
　
コ
ラ
ム
④
　「
心
の
時
代
」を
ど
う
や
っ
て
可
視
化
す
る
か
◎
牧
野
智
和

第
Ⅴ
章
　
大
宅
壮
一
文
庫
の
活
用
（2）　
テ
ー
マ
研
究

　
　
　
　「
大
宅
壮
一
文
庫
雑
誌
記
事
索
引
」に
み
る
性
風
俗
の
歴
史

　
　
　
　―

「
ト
ル
コ
風
呂
」の
元
祖
、「
東
京
温
泉
」を
例
に
◎
光
石
亜
由
美

　
　
　
　
寄
せ
場
の
表
象―
大
衆
雑
誌
に
み
る
高
度
経
済
成
長
期
の「
山
谷
」◎
石
川
巧

　
　
　
　
話
芸
を
書
き
残
す―
漫
才
作
者
秋
田
実
と
雑
誌
◎
後
藤
美
緒

　
　
　
　
間
テ
ク
ス
ト
的
存
在
と
し
て
の「
ス
ケ
バ
ン
」◎
難
波
功
士

　
　
　
　
コ
ラ
ム
⑤
　
書
物
の
な
い
場
所―
戦
後
文
学
に
描
か
れ
た「
書
物
」◎
多
田
蔵
人

　
　
　
　
あ
と
が
き
◎
阪
本
博
志

大
宅
壮
一
文
庫
、開
設
50
周
年
！
　

文
庫
の
全
て
に
迫
る
！

大
宅
壮
一
が
収
集
し
た
膨
大
な
雑
誌
の
コ
レ
ク
ショ
ン
を

基
礎
と
し
て
設
立
さ
れ
た
大
宅
壮
一
文
庫
。

二
〇
二
一
年
、開
設
か
ら
五
〇
年
を
迎
え
る
大
宅
壮
一
文
庫
に
つ
い
て
、

概
要
か
ら
、そ
の
誕
生
の
歴
史
、そ
し
て
文
庫
を
活
用
し
た

研
究
の
実
践
例
ま
で
、す
べ
て
を
網
羅
し
た
解
説
書
。

大
宅
壮
一
文
庫
解
体
新
書

日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、ノ
ン
フィ
ク
ション
作
家
、評
論
家
。時
代
の
風
潮
を

見
事
に
裁
断
す
る
独
特
な
社
会
評
論
や
人
物
評
論
で
、長
く
マ
ス
コ
ミ
界
で

活
躍
。明
快
な
是
々
非
々
論
で
広
く
一
般
大
衆
の
支
持
を
得
た
。ま
た
、「
一
億

総
白
痴
化
」、「
恐
妻
」、「
口
コ
ミ
」な
ど
、多
数
の
造
語
を
生
ん
だ
。

＊
大
宅
壮
一（
一
九
〇
〇‐

一
九
七
〇
）と
は…

①「
雑
誌
の
図
書
館
」大
宅
壮
一

文
庫
の
概
要
、歴
史
、利
用
方

法
な
ど
を
、詳
細
に
解
説
。

②
実
際
に
大
宅
壮
一
文
庫
を
利

活
用
し
てい
る
執
筆
者
陣
が
、

文
庫
を
利
用
す
る
こ
と
で
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る

か
を
ま
と
め
た
論
考
を
収
録
。

本
書
の
特
色

阪
本
博
志（
さ
か
も
と
・ひ
ろ
し
）

帝
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
教
授
。専
門
は
社
会
学
・
メ
デ
ィ

ア
史
・
出
版
文
化
論
。主
な
著
書
に『『
平
凡
』の
時
代―

一
九

五
〇
年
代
の
大
衆
娯
楽
雑
誌
と
若
者
た
ち
』（
昭
和
堂
、二
〇

〇
八
年
、第
30
回
日
本
出
版
学
会
賞
奨
励
賞
・
第
18
回
橋
本
峰

雄
賞
）、『
江
戸
川
乱
歩
大
事
典
』（
落
合
教
幸
・
藤
井
淑
禎
・
渡

辺
憲
司
と
の
共
編
、勉
誠
出
版
、二
〇
二
一
年
）な
ど
が
あ
る
。

編
者
プ
ロ
フィ
ー
ル



大宅壮一の書斎が復元された部屋
手前の机は大宅がじっさいに使用していたもの。

『婦人公論』がならぶ書棚
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西洋史・文化財・建築・宗教

パ
リ・ノ
ー
トル=

ダム

大
聖
堂
の
伝
統
と
再
生

坂
野
正
則（
さ
か
の
・
ま
さ
の
り
）

上
智
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
。専
門
は
西
洋
史
学
、フ
ラ
ン
ス
近
世
史
。

主
な
共
著
に「
近
世
王
国
の
社
会
と
宗
教
」（
平
野
千
果
子
編
著『
新
し
く
学
ぶ
フ
ラ
ン
ス
史
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
九
年
）、「
絵
画
か
ら
読
み
解
く
フ
ラ
ン
ス
宗
教
戦
争
」（
上
智
大

学
文
学
部
史
学
科
編『
歴
史
家
の
調
弦
』上
智
大
学
出
版
、二
〇
一
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
編
者
紹
介
】

【
目
次
】

絵
画
作
品
、図
面
、大
聖
堂
の
写
真
と
い
っ
た
豊
富
な
ビ
ジュ

ア
ル
資
料
と
と
も
に
、キ
リ
ス
ト
教
神
学
・
建
築
史
学
・
西
洋

史
学
・
文
化
財
学
に
よ
る
領
域
横
断
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
、「
ノ
ー
ト
ル
＝

ダ
ム
大
聖
堂
」の
歴
史
、そ
の
復
興・再
生
を

考
察
す
る
。

カ
ラ
ー
口
絵

序　

章
◉
歴
史
遺
産
と
信
仰
空
間
と
し
て
の

　
　
　
　

パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル
＝

ダ
ム
大
聖
堂
の
再
建…

坂
野
正
則

特
別
寄
稿
◉
ノ
ー
ト
ル
＝

ダ
ム
の
火
災
の
あ
と
で

　
　
　
　
　

…

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ヌ
・
ウ
ル
テ
ィ
ッ
ク
（
原
敬
子
訳
）

第
１
章
◉
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
教
会
建
築
を
巡
る
神
学
的
理
解

　
　
　
　
　

―

聖
書
解
釈
と
の
関
連
か
ら…

坂
田
奈
々
絵

﹇
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｎ
﹈
神
に
会
い
に
行
く
、
み
ん
な
の
家…

原
敬
子

第
２
章
◉
中
世
に
お
け
る
都
市
パ
リ
と
大
聖
堂

　
　
　
　
　

―

シ
テ
島
東
側
の
空
間
形
成
を
中
心
に…

嵩
井
里
恵
子

第
３
章
◉
大
司
教
座
聖
堂
と
し
て
の

　
　
　
　

パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル
＝

ダ
ム
大
聖
堂
の
成
立

　
　
　
　
　

―

近
世
空
間
に
お
け
る
権
力
と
聖
性…

坂
野
正
則

第
４
章
◉
パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル
＝

ダ
ム
大
聖
堂
の

　
　
　
　
　

近
世
に
お
け
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン…

中
島
智
章

﹇
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｎ
﹈
パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
＝

ダ
ム
大
聖
堂
火
災
と

　
　
　
　
　

再
建
案
を
め
ぐ
っ
て…

中
島
智
章

第
５
章
◉
ノ
ー
ト
ル
＝

ダ
ム
大
聖
堂
と

　
　
　
　
　

ヴ
ィ
オ
レ
＝

ル
＝

デ
ュ
ク
の
木
造
尖
塔…

加
藤
耕
一

第
６
章
◉
近
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

　
　
　
　
　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
大
聖
堂
の
社
会
史…

松
嶌
明
男

編
集
を
終
え
て…

坂
野
正
則

二
〇
一
九
年
四
月
十
五
日
に
発
生
し
た
大
規
模
な
火
災
に

よ
り
尖
塔
や
屋
根
を
焼
失
し
、
世
界
中
に
大
き
な
衝
撃
を

も
た
ら
し
た
パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル
＝
ダ
ム
大
司
教
座
聖
堂
。

八
五
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
こ
の
大
聖
堂
は
初
期
ゴ
シ
ッ
ク

建
築
の
傑
作
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
世
以
降
も
、
様
々
な

統
治
権
力
と
の
結
び
つ
き
を
保
ち
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
の「
国

民
的
記
憶
」の
一
翼
を
担
い
続
け
て
き
た
。

重
要
な
文
化
財
、
そ
し
て
、
宗
教
施
設
で
あ
る
大
聖
堂
を

空
間
的
・
社
会
的
・
精
神
的
に「
再
生
」さ
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自然史・理工系研究データの活用
井上透［監修］／中村覚［責任編集］
自然史・理工学デジタルアーカイブの今日的意義◎井上透

第1部　研究データの活用にむけて
科学データのデジタルアーカイブにおける必須条件「オープンデータ」◎大澤剛士／研究デー
タ利活用の国際的動向―世界の自然史・理工学DA活用◎南山泰之

第2部　自然史・理工学DAの社会的活用
オープンサイエンスと天文学―現状と課題◎玉澤春史／自然史博物館×デジタルアーカイ
ブ―オープンサイエンスを拓く一例としての魚類写真資料データベース◎大西亘

まえがき　高野明彦（国立情報学研究所）
Scene 0 ゼロ地点のDA
アート×デジタルアーカイブのこれまでとこれから 青柳正規
Scene 1 アートシーンにおけるデジタル対応の現況
デジタルアーカイブはどのようにしてアートの振興に貢献するか？◎太下義之／デジタルアーカイブ・
ビオトープ―相互関与し複層化する、作品環世界◎田尾圭一郎／アートのデジタルコンテンツの
権利処理に関わる法的問題について◎酒井麻千子
Scene 2 デジタル技術とアート現場のDA

はしがき　時実象一
序論　デジタル技術ととデジタルアーカイブ産業の可能性◎島裕
第1部　デジタルアーカイブの活用
世界のビジネス・アーカイブズ概観◎松崎裕子／ポーラ文化研究所における文化資産の展開―「化
粧文化データベース」を中心に◎川上博子／美術と歴史の分野における画像ライセンスビジネス　
國谷泰道／フィジカルからデータにいたるコンテンツアーカイブの課題とビジネス展開◎緒方靖弘
第2部　デジタルアーカイブ産業を支える技術革新
情報システム開発の視点から見る日本のデジタルアーカイブ技術の水準◎川嶌健一

自然史情報のデジタルアーカイブと社会的問題への利用―地球規模生物多様性情報機
構（GBIF）の機能とそのデータの活用◎細矢剛／環境学×教育―森の感性情報アーカ
イブ・サイバーフォレストを用いた環境教育◎中村和彦

第3部　自然史・理工系研究データの学際的利用
南方熊楠データベース―文理統合・双方向型デジタルアーカイブ◎岩崎仁／異分野融合
で切り拓く歴史的オーロラ研究―オーロラ4Dプロジェクトの経験から◎岩橋清美／東京
大学工学史料キュレーション事業の展開―工学・情報理工学図書館を実例に◎市村櫻子
／あとがき◎中村覚

メディアアート領域にとってのデジタルアーカイブ―国内外の動向◎森山朋絵／デジタル技術と
現代のアートの保存◎平諭一郎
Scene 3 パフォーマンスとアートのDA
早稲田大学演劇博物館のデジタルアーカイブの現状と課題◎中西智範／土方巽アーカイヴ―実
験的アーカイブの理念と活動◎森下隆／日本のオペラアーカイブの現状と課題◎石田麻子・吉原
潤／ 〈服装・身装文科デジタルアーカイブ〉の現在と今後の課題◎高橋晴子
Scene 4 ミュージアムとアートのDA
オープンなデジタルミュージアム―多様な価値の共存と高い規模拡張性◎金子晋丈／国立博
物館所蔵品統合検索システム「ColBase」―過去・現在・未来◎村田良二／文化遺産オンライ
ン試験公開版の構築◎丸川雄三／ヨコハマ・アート・LOD　その成り立ちと構成◎相澤勝・小林
巌生／アート・プロジェクトの現場で取り組むアーカイブの試み◎井出竜郎 ／あとがき◎嘉村哲郎

座談会　デジタルアーカイブ技術開発の動向◎大向一輝・肥田康・手嶋毅　（司会）岡本真／
アートの世界を変えるブロックチェーン◎太田圭亮
第3部　デジタルアーカイブ産業の兆し
「デジタルアーカイブ産業」の萌芽と期待◎夛屋早百合・小林慎太郎／デジタルアーカイブを活用
した自治体史編さん事業の提案◎太田亮子／映像保存の現在地とこれから―変わりゆくデジタ
ル技術・長期保存メディア・制度を見つめて◎藤原理子／気象ソリューションで世界企業に◎安
部大介／あとがき◎久永一郎

新しい産業創造へ
時実象一［監修］／久永一郎［責任編集］

Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｒｃｈｉｖｅ　Ｂａｓｉｃｓ

第3巻

第5巻

第2巻

第4巻

災害記録を未来に活かす
今村文彦［監修］／鈴木親彦［責任編集］
震災・災害デジタルアーカイブの今日的意義―新しい防災文化の創生を目指して◎今村文彦

第1部　震災・災害の記録を残すことの意義と目的
震災・災害アーカイブの役割と歴史的変遷と現状◎柴山明寛／放送局による東日本大震災アーカ
イブの意義―NHK東日本大震災アーカイブスを事例に◎宮本聖二／震災の記録を横断する
―国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）の意義と課題◎伊東敦子／前田紘志

第2部　復興に向けて人々の声、地域の歴史を残す

東北からの声―口承記録デジタルアーカイブから防災・減災のためのアプリケーションへ◎フラ
ヴィア・フルコ、ロビン・オディ、デビッド・スレイター／「命の軌跡」は訴える―東日本大震災、地方紙
とデジタルアーカイブ◎鹿糠敏和／市民の力で地震史料をテキスト化「みんなで翻刻」◎橋本雄太

第3部　未来のためのデジタルアーカイブ―震災・災害情報の利活用
災害の非可逆性とアーカイブの精神―デジタル台風・東日本大震災デジタルアーカイブ・メモ
リーグラフの教訓◎北本朝展／歴史地震研究と日記史料有感地震データベース◎西山昭仁／
防災科学技術研究所の災害資料とデジタルアーカイブ―自然災害資料の収集・整備・発信◎三
浦伸也、鈴木比奈子／記憶の解凍―資料の“フロー”化とコミュニケーションの創発による記憶
の継承◎渡邉英徳／あとがき◎鈴木親彦／執筆者一覧

アートシーンを支える
高野明彦［監修］／嘉村哲郎［責任編集］

権利処理と法の実務
福井健策［監修］／数藤雅彦［責任編集］

第1巻

シリーズ発刊にあたって デジタルアーカイブ学会会長◎長尾真／まえがき◎福井健策／デ
ジタルアーカイブの構築に関わる法制度の概観―最近の法改正等を中心に◎生貝直人

第1部 理論編
著作権の諸問題(1) 保護期間満了（パブリックドメイン）の判断基準◎数藤雅彦・橋本阿友
子／著作権の諸問題(2) オーファンワークスへの対応◎瀬尾太一／自治体が運営する災害
デジタルアーカイブ―肖像・プライバシー等を巡る現状と課題◎長坂俊成／所有権の諸問
題―オーファンフィルムの寄贈に関する問題を例に◎山元裕子・【特別寄稿】とちぎあきら

第2部 実践編
公共機関デジタルアーカイブ構築の実務と問題点―国立国会図書館を例に◎井上奈
智／アニメーション・アーカイブから見る資料を取り巻く権利とその問題点―I.Gアーカイ
ブの事例より◎山川道子・金木利憲／美術全集のデジタルアーカイブ構築の実務と問題
点◎清水芳郎／コラム：映像コンテンツのデジタルアーカイブのための権利処理実務◎宮
本聖二／デジタルアーカイブのライセンス表示についての動向◎時実象一／デジタルアー
カイブ活用促進のための新しい法的環境の在り方◎福井健策・藤森純
あとがき◎数藤雅彦／執筆者一覧
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ひ
と
つ
の「
カ
シ
ミ
ー
ル
問
題
」…

宮
坂
清

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
州
の
イ
ス
ラ
ー
ム
刑
法
と
人
権…

佐
伯
奈
津
子

宗
教
と
平
和―

宗
教
多
元
社
会
に
お
け
る
戦
争…

黒
柳
志
仁　

第
３
部
◉
個
の
相
克
と
相
対
化
さ
れ
る「
国
家
」 

戦
国
大
名
の「
国
」意
識
と「
地
域
国
家
」外
交
権…

鹿
毛
敏
夫

日
本
中
世
の「
暴
力
」と
現
代
の「
教
育
」 …

メ
イ
ヨ
ー
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

一
亡
命
作
家
の
軌
跡
：
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
対
岸
か
ら

　―

フ
ア
ン
・
ゴ
イ
テ
ィ
ソ
ー
ロ
の

　
　
　
　
バ
ル
セ
ロ
ナ
、サ
ラ
エ
ヴ
ォ
、マ
ラ
ケ
シ
ュ…

今
福
龍
太

保
育
園
で
働
く
看
護
師
の
語
り
か
ら
考
え
る
多
文
化
共
生…

梶
原
彩
子 

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

本
体
二
、八
〇
〇
円

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
二
四
頁

二
〇
二
一
年
七
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32503-1  C1320
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定価3,080円（税込）・本体2,800円
A5判並製カバー装・224頁

2021年7月刊行
ISBN978-4-585-32503-1 C1320

交錯する宗教と民族 【アジア遊学257】

鹿毛敏夫［編］
交流と衝突の比較史



中国古典・中国史

現
代
語
訳
北
斉
書

中
国
史
書
入
門

二
十
四
史
と
呼
ば
れ
る
中
国
歴
代
王
朝
史
（
正
史
）
を
、

現
代
語
訳
で
読
む
「
中
国
史
書
入
門
」
シ
リ
ー
ズ
。

異
民
族
が
中
原
に
進
出
し
、

群
雄
割
拠
し
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
。

有
名
な
蘭
陵
王
・
高
長
恭
が
活
躍
し
た

北
斉
の
正
史
『
北
斉
書
』
を
現
代
語
で
読
む
。

本
体
六
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
約
六
五
〇
頁

二
〇
二
一
年
夏
刊
行

ISBN
978-4-585-29612-6 C0398

氣
賀
澤
保
規…

明
治
大
学
東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
所
長

﹇
監
修
﹈

池
田
恭
哉…
京
都
大
学
文
学
研
究
科
准
教
授

岡
部
毅
史…

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
課
職
員

梶
山
智
史…

明
治
大
学
・
専
修
大
学
兼
任
講
師

倉
本
尚
徳…

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授

田
熊
敬
之…

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程

﹇
訳
者
﹈

は
じ
め
に

第
一
部

帝
室
の
軌
跡

　

第
一
章　

帝
紀

　
　

神
武
帝（
上
・
下
）、文
襄
帝
、文
宣
帝
、廃
帝
、孝
昭
帝
、武
成
帝
、後
主
、幼
主

　

第
二
章　

後
宮
伝

　
　

神
武
婁
后
、文
襄
元
后
、文
宣
李
后
、孝
昭
元
后
、武
成
胡
后
、後
主
斛
律
后
・
胡
后
・
穆
后

　

第
三
章　

諸
王
侯
伝

　
　

高
祖
十
一
王
、文
襄
六
王

第
二
部

人
臣
の
列
伝

　

第
四
章　

群
臣
伝―

東
魏
・
北
斉
の
勲
貴
た
ち

　
　

竇
泰
、尉
景
、婁
昭（
兄
子
・
婁
叡
）、厙
狄
干（
子
・厙
狄
士
文
）、韓
軌
、潘
樂
、段
榮（
子
・
段
韶
、段
孝
言
）、

　
　

斛
律
金（
子
・
斛
律
光
、斛
律
羨
）、孫
騰
、高
隆
之
、司
馬
子
如
、賀
拔
允
、蔡
儁
、韓
賢
、尉
長
命
、王
懷
、劉
貴
、

　
　

任
延
敬
、莫
多
婁
貸
文
、高
市
貴
、薛
孤
延
、張
瓊（
子
・
張
忻
、張
遵
業
）、斛
律
羌
舉（
子
・
斛
律
孝
卿
、代
人
・
劉
世
清
）、

　
　

堯
雄（
弟
・
堯
奮
、従
父
兄
・
堯
傑
）、慕
容
紹
宗
、慕
容
儼

　

第
五
章　

群
臣
伝―

神
武
帝
・
文
襄
帝
・
文
宣
帝
の
謀
臣
・
武
将
た
ち

　
　

高
乾（
弟
・
高
慎
、高
昂
、高
季
式
）、封
隆
之（
子
・
封
子
繪
、從
子
・
封
孝
琬
、封
孝
琰
）、

　
　

李
元
忠（
子
・
李
搔
、族
弟
・
李
密
、宗
人
・
李
愍
、族
叔
・
李
景
遺
）、盧
文
偉（
子
・
盧
恭
道
、孫
・
盧
詢
祖
、族
人
・
盧
勇
）、

　
　

李
義
深（
子
・
李
騊
駼
、孫
・
李
正
藻
）、魏
蘭
根
、崔
悛（
子
・
崔
瞻
、族
叔
・
崔
景
鳳
、族
子
・
崔
肇
師
）、孫
搴
、

　
　

陳
元
康（
子
・
陳
善
藏
、弟
・
陳
諶
）、杜
弼

　

第
六
章　

群
臣
伝―

東
魏
・
北
斉
の
文
武
百
官
た
ち

　
　

敬
顯
儁
、破
六
韓
常
、元
孝
友
、李
渾（
子
・
李
湛
、弟
・
李
繪
、族
子
・
李
公
緒
）、崔
暹
、高
德
政
、崔
昂
、王
昕（
弟
・
王
晞
）、

　
　

陸
法
和
、王
琳
、徐
之
才（
子
・
徐
林
、徐
同
卿
、徐
之
範
）、楊
愔（
燕
子
獻
、宋
欽
道
、鄭
頤
）、裴
讓
之（
弟
・
裴
諏
之
、裴
讞
之
）、

　
　

邢
卲
、魏
收
、辛
術
、元
文
遙
、趙
彥
深
、崔
季
舒
、祖
珽
、尉
瑾
、唐
邕
、白
建
、暴
顯
、皮
景
和
、綦
連
猛
、

　
　

元
景
安
、獨
孤
永
業
、陽
斐
、盧
潜
、崔
劼
、盧
叔
武
、陽
休
之
、袁
聿
修
、李
稚
廉
、封
述
、源
彪

　

第
七
章　

学
術
伝

　
　

儒
林
伝
序
、顔
之
推

　

第
八
章　

外
戚
伝
・
方
伎
伝
・
恩
倖
伝

　
　

外
戚
序
、婁
叡
、胡
長
仁（
従
祖
兄
・
胡
長
粲
）、方
伎
序
、由
吾
道
栄
、信
都
芳
、宋
景
業
、許
遵
、呉
遵
世
、趙
輔
和
、

　
　

皇
甫
玉
、解
法
選
、魏
寧
、綦
毋
懐
文
、張
子
信
、馬
嗣
明
、恩
倖
序
、郭
秀
、和
士
開
、穆
提
婆
、高
阿
那
肱
、

　
　

韓
鳳
、韓
寶
業
・
盧
勒
叉
・
齊
紹

　
コ
ラ
ム

　
　
『
北
斉
書
』編
纂 

◉ 

「
鄴
城
・
晋
陽
」両
都
制 

◉ 

北
斉
蘭
陵
王 

◉ 

文
林
館
・『
修
文
殿
御
覧
』

　
　

侯
景
の
乱 

◉ 

北
斉
仏
教 

◉ 

西
域
胡
人 

◉ 

北
斉
・
北
周
の
関
係

資
料
編（
北
斉
版
図
、事
表
、系
図
ほ
か
）

お
わ
り
に

目
次

せ
い

し
ょ

ほ
く

◆
原
文
と
現
代
語
訳
が
対
照
で
き
る
。

◆
皇
帝
の
本
紀
を
全
篇
訳
出
。
各
列
伝
の
抄
訳
。

◆『
北
斉
書
』や「
東
魏
・
北
斉
」を
理
解
す
る

　

コ
ラ
ム
、
地
図
や
事
表
、
系
図
な
ど
の
資
料

を
収
録
。

本
書
の
特
色
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中国史書入門現代語訳北斉書
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古代の日本と東アジア 人とモノの交流史

鈴木靖民［著］
東アジア諸国は如何に形成され、展開したのか。文献資料、最新の考古学的成果を博捜し、地政学、ヒト・モノ・文化の交流の
視点より日本および東アジアの歴史的展開を浮き彫りにする、長年にわたり東アジア古代史研究を牽引する碩学による最新論集。

本体10,000円（＋税）・A5判上製・472頁・ISBN22279-8・2020年7月刊行

新羅中古期の史的研究
武田幸男［著］

とくに飛躍的な発展を見せた新羅中古期（514 ～ 654 年）を中心に考究。陸続と発見された各種の新羅碑文を諸史料とともに精緻
に読み込むことにより、当時の激動する東アジアの国際関係における、新羅の史的実態とその展開過程を明らかにする。

本体12,000円（＋税）・A5判上製・568頁・ISBN22278-1・2020年7月刊行

既刊のご案内

金沢文庫古文書　喫茶関係編年資料集
永井晋［編］

中世東国の茶の歴史をいまに伝える史料が『金沢文庫古文書』のなかに多数存在する。同史料群より貴重史料三〇八通の翻刻と
解説を行い、編年で配列、これまで見落とされてきた中世日本の茶をめぐる文化的広がりを明らかにする。

 本体10,000（＋税）・ A5判上製・376 頁・ISBN22288-0・2020年9月刊行

古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲［編］／国立歴史民俗博物館［監修］

古代から近世にいたる日本の古文書の様式と機能の変遷を通史的・総合的に論じ、また、文書体系を共有するアジア諸国の古文
書と比較。掲載図版 120 点超！　カラー口絵では、古文書の様式を分かりやすく図解。

本体7,800円（＋税）・A5判上製・432頁・ISBN22272-9・2020年2月刊行

日本の表装と修理
岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人［編］

絵画や書、古文書の表装や修理は、どのような価値観や思想のもとに行われてきたのか。残し伝えられてきた「モノ」との真摯
な対話の中から、表装と修理にまつわる文化史を描き出し、今日の我々にとっての文化財保護の意義と意味を照射する。

本体7,000円（＋税）・A5判上製・ 432 頁・ISBN20073-4・2020年3月刊行

日本建築の歴史的評価とその保存
山岸常人［著］

歴史的建造物をどのように調査し、その特質を読み取るのか、どのように保存を行ってゆくべきなのか。長年にわたり調査・研究・
保存に携わってきた知見より、歴史的建造物を保存し将来に伝えて行くための考え方と具体的な事例を提示する。

本体 17,000円（＋税）・B5判上製・ 672頁・ISBN22268-2・ 2020年2月刊行

近世大名墓の考古学 東アジア文化圏における思想と祭祀

松原典明［編］
幕藩体制の社会構造、地域の政治・経済・文化・信仰についての歴史的背景を解明するための重要な歴史資料、近世大名墓所を
考古学そして文献学の知見より多角的に検討し、近世武家社会における為政者の思想とその実践の諸相を明らかにする。

本体12,000円（＋税）・B5判上製・336頁・ISBN22276-7・2020年6月刊行

＊表示価格には別途消費税がかかります。
＊ISBN は 978-4-585を　省略しています。
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史



江戸庶民のまじない集覧 創意工夫による生き方の智恵

長友千代治［著］
疫病、災害、男女関係、不妊、子育て、疾病、寿命…江戸時代に出版・書写された資料を博捜、効能別に分類し、240 点以上の
図版とともに紹介する「まじない」百科事典！

本体6,000（＋税）・ A5判上製・392頁・ISBN20076-5・2020年10月刊行

生きるための地域史 東海地域の動態から

中村只吾・渡辺尚志［編］
日本列島の中央部に位置し、東日本と西日本をつなぐ東海道という大動脈が走る東海地域にスポットをあて、その地域の社会環
境・自然環境と向き合って悩み、選択した人びとの営為を多面的に描き出す。

本体8,000（＋税）・ A5判上製・304頁・ISBN22290-3・2020年10月刊行

日本近世社会と町役人
望月良親［著］

甲斐国の甲府町年寄を代々務めたとされる坂田家はどのようにして中世以来続く世襲町役人としての位置を確固たるものとし、
近世社会を生きていったのだろうか。伝来の文書等諸史料の博捜により解明し、新たな近世社会の様相を描き出す。

本体6,000円（＋税）・A5判上製・256頁・ISBN22266-8・2020年2月刊行

近世豪商・豪農の〈家〉経営と書物受容
北奥地域の事例研究
鈴木淳世［著］

19 世紀前半、相次ぐ飢饉や財政窮乏などの社会状況の変化に対し、中間層である豪商・豪農たちはどのように対応していったの
か。彼らの思想の形成過程を蔵書体系や書物受容から探り、「知」との関わりを解明する。

本体10,000円（＋税）・A5判上製・480頁・ISBN22265-1・2020年2月刊行

近世都市の常態と非常態 人為的自然環境と災害

渡辺浩一／マシュー・デーヴィス［編］
「水」に着目し、近世都市において、水がどのようなシステム・環境の元に制御され、災害によりどのような変化・対応を強いら
れたのかを、学融合・比較という観点から解明。人間社会の動態のなかに災害を位置づけ、環境史研究の新たな方法論を模索する。

本体7,000円（＋税）・Ａ５判上製・240頁・ISBN22267-5・2020年2月刊行

江戸日本橋商人の記録 〈にんべん〉伊勢屋髙津伊兵衛家の古文書

澤登寛聡・筑後則［編］
亨保改革期から田沼時代・寛政改革・文化期まで活躍し、320 年の歴史の基礎を築いた髙津家三代・四代当主の活動を克明に記し
た日記・文書、その思想・人生哲学を伝える史料を初めて翻刻、解題・通釈を付して公刊。商人・町人の暮らしを映し出す貴重資料。

本体11,000円（＋税）・四六倍判上製・352頁・ISBN22269-9・2020年3月刊行

儒教儀礼と近世日本社会 闇斎学派の『家礼』実践

松川雅信［著］
近世日本社会において儒者達は、儒教儀礼、殊に『家礼』記載の喪祭礼をどのように捉え、実践しようとしたか。山崎闇斎を学祖
とする闇斎学派に着目、思想と社会とが交錯する現場に立ち入り、従来、見落とされてきた近世日本儒教の新しい一面を照らし出す。

本体10,000円（＋税）・A5判上製・440頁・ISBN21056-6・2020年7月刊行

歴
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甦る「豊後切支丹史料」 バチカン図書館所蔵マレガ氏収集文書より

松井洋子・佐藤孝之・松澤克行［編］
1942・46 年に刊行されて以後、キリシタン研究に不可欠の基礎文献として用いられてきた『豊後切支丹史料』・『続豊後切支丹史料』。
2011 年バチカン図書館発見の両書の原史料に基づき、改めて忠実に校訂・翻刻。さらに関連する史料を併せて提供する。

本体12,000円（＋税）・A5判上製・564頁・ISBN22261-3・ 2020年2月刊行

琉球船漂着者の「聞書」世界 『大島筆記』翻刻と研究

島村幸一［編］
『大島筆記』諸本のうち最も内容の備わった最善本を初めて全編翻刻、校異を付し、さらに琉球船の土佐への漂着に関する貴重資
料『琉球船漂恙記』『韓川筆話（抄）』『琉球人話』を収録。研究編として、論考六篇を収載した決定版。

本体10,000円（＋税）・A5判上製・ 472 頁・ISBN29197-8・ 2020年3月刊行

歴博甲本洛中洛外図屏風の研究
小谷量子［著］

芸術志向の近現代絵画とは異なる中世絵画の特徴をふまえ、歴博甲本に描かれた主題、注文者、そして作者を明らかにする。絵
の中に巧に隠された「歌・物語」の中に、制作を命じた将軍のメッセージが残されている。

本体10,000円（＋税）・A5判上製・524頁・ISBN22257-6・ 2020年2月刊行

吉田松陰と学人たち
徳田武［著］

幕末の激動する国際状況の中で、学問を追求し、思索し、行動した学人たちとの多彩な交流から、松陰という人物の軌跡と精神
の展開とを俯瞰する。日記をはじめとする諸資料を丹念に紐解き、松陰の一生に影響を与えた学人たちとの関係を追尋した快著。

 本体10,000（＋税）・ A5判上製・560頁・ISBN22291-0・2020年10月刊行

挑発する軍記
大津雄一［著］

『平家物語』『太平記』などに代表される「いくさ」を描いた物語は、いまなお、なぜ読まれ、語り継がれていくのか。「死」と「生」
の物語のもつ魅力と意義、そして可能性をあざやかに解き明かす。

 本体3,800（＋税）・ 四六判上製・384 頁・ISBN22292-7・ 2020年10月刊行

医学・科学・博物　東アジア古典籍の世界
陳捷［編］

医学・本草学・農学・科学に関する書物は、人びとの社会・生活に密着するものとして広く流通・展開している。これまで総合
的に論じられることのなかった東アジアにおける情報伝達と文化交流の世界を、地域・文理の枠を越えて考究する画期的論集。

本体12,000円（＋税）・A5判上製 ・456 頁・ISBN20072-7・ 2020年2月刊行

ロマノフ王朝時代の日露交流
東洋文庫・生田美智子［監修］／牧野元紀［編］

300 年にわたるその栄枯盛衰の歩みには日本との重厚な交流の歴史があった。江戸時代以来、日露戦争を経て、ロシア革命前夜
まで続いた日露関係の展開を、アジア関連資料の宝庫『東洋文庫』の珠玉の名品とともに探る。図版掲載点数 200 点以上！

 本体3,800円（＋税）・ 四六判上製・520頁・ISBN22286-6・ 2020年8月刊行
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スイス使節団が見た幕末の日本
ブレンワルド日記1862-1867
横浜市ふるさと歴史財団・ブレンワルド日記研究会［編］

スイスとの通商条約締結の過程や横浜での西洋人の生活、生麦事件発生当時の居留地の様子、幕末の外国商社の活動などを具体
的に知ることができる一級資料であるブレンワルドの日記のうち 1867 年 12 月までのものを全編翻訳し初公開。図版点数 111 点！

本体 9,800（＋税）・A5判上製・ 570頁・ISBN22275-0・  2020年6月刊行

幕末明治の社会変容と詩歌
青山英正［著］

前近代以来継承された伝統文芸としての和歌、そして明治十年代に欧米詩の模倣から始まった新体詩の展開を、前近代から近代
へと続く史的展開のなかに位置づけ、政治史・社会史・文化史など複合的な視点から社会的行為としての文芸の営みを描き出す。

本体10,000円（＋税）・ A5判上製・ 496頁 ・ISBN29196-1・ 2020年2月刊行

渋沢敬三とアチック・ミューゼアム 
知の共鳴が創り上げた人文学の理想郷
加藤幸治［著］

私設博物館兼研究所「アチック・ミューゼアム」を開設した渋沢と、そこに集まった仲間たちの営為・思想から、人文学本来の
かたちを体現する、学問を紐帯とした共同体の可能性と文化創造の在り方を探る。

本体3,500円（＋税）・ 四六判並製・ 364頁・ISBN22263-7・ 2020年1月刊行

新彰義隊戦史 附・「彰義隊名鑑」「彰義隊文書」

大藏八郞［編］
彰義隊の歴史、隊士をはじめ、関連人物の人間像、そして映画・演劇・絵画などにおける受容などを幅広く紹介。さらに生存者
と子孫の証言や一次資料、関連史料を解析し事実と照合。写真、図版 200 点余を駆使して彰義隊を可視化した永久版！

本体7,000円（＋税）・B5判上製・666頁・ISBN22285-9・2020年11月刊行

「本読み」の民俗誌 交叉する文字と語り

川島秀一［著］
宗教的な講や田の水引きの農作業など村人が集まる機会に、独特の節回しで本を読んで聞かせる人びと、ホンヨミ。三陸地方を
中心に、ホンヨミに触れてきた人びとへの直接の取材から浮かび上がる民俗社会を描き出す。

本体3,500円（＋税）・四六判上製・320頁・ISBN23081-6・ 2020年6月刊行

司書のお仕事２ 【ライブラリーぶっくす】
本との出会いを届けます
大橋崇行［著］　小曽川真貴［監修］

読めばわかる、司書の世界！！　司書という職業の日常を、分かりやすいストーリー形式で解説。「除架と除籍」「行政支援レファ
レンス」等…、専門用語や業務を現役の司書が解説。各章末には仕事にまつわるコラムを附す。第 1 巻は好評重版出来！

本体1,800円（＋税）・ 四六判並製・208頁・ISBN20075-8・ 2020年11月刊行

荒れ野の六十年　東アジア世界の歴史地政学

與那覇潤［著］
東アジア世界が抱える摩擦の根源へ、古典と最新研究の双方を対照した先に見える新しい共存の地平とは。不毛な論争に終止符
を打つ、気鋭の歴史学者による最後の論文集。

本体3,200円（＋税）・ 四六判上製・392頁・ISBN22264-4・2020年1月刊行

歴
　
史



日本画の所在 東アジアの視点から

北澤憲昭・古田亮［編］
「日本画」はどこから来たのだろうか。そして、これからどこへ行くのだろうか…。〈歴史〉〈領域〉〈表現）という 3 つの視点から、
東アジアという場における「日本画」の形成・展開の諸相を歴史的・文化的に把捉し、「日本画」の概念を未来へとひらく画期的成果。

本体6,500円（＋税）・A5判上製 ・ 320頁・ISBN27055-3・ 2020年4月刊行

描かれたマカオ ダーウェント・コレクションにみる東西交流の歴史

貴志俊彦・朱益宜・黄淑薇［編］
アヘン戦争などによって世界史がおおきく揺れた 18 ～ 19 世紀のマカオを描く版画・水彩画・写真などから当時のマカオの光と
影を読み解くとともに、その未来像を探る。フルカラー・全編日英併記。

本体22,000円（＋税）・A4判上製・238頁・ISBN22262-0・2020年2月刊行

メディアのなかの仏教 近現代の仏教的人間像

森覚［編］
メディアが生成した宗教表象を受容することで、人々は、どのような仏教文化を生み出したのか。社会的に生み出された文化的
所産である仏教的人物像の性質と機能を明らかにし、仏教文化に見られるメディア表現の創造と受容の実態へ迫る。

本体7,500円（＋税）・A5判上製・352頁・ISBN21054-2・ 2020年5月刊行

上海におけるプロテスタント
現代中国の都市と宗教空間をめぐる変遷
村上志保［著］

国家によって宗教活動に対する様々な制限を受けながらも、現代を生きる中国プロテスタントたちの姿を、経済都市上海での豊
富なフィールドワークを通して描く。急速な経済発展と社会の変化が宗教に与える影響を明らかにする。

本体6,000円（＋税）・A5判上製・ 320頁・ISBN21055-9・2020年5月刊行

ナチズム・ホロコーストと戦後ドイツ
【現代ドイツへの視座―歴史学的アプローチ2】

石田勇治・川喜田敦子［編］
ナチズムと両義的近代との関係、「民族共同体」の様態、レーベンスラウムや民族再生の含意、さらにポーランド、スイスの動き
など近年の歴史学が提示する最新の論点を取り上げる。司法訴追、補償、想起の文化などに注目して多面的に検討する。

 本体6,000（＋税）・ A5判上製・384頁・ISBN22513-3・2020年9月刊行

ドイツ市民社会の史的展開
【現代ドイツへの視座―歴史学的アプローチ3】

石田勇治・川喜田敦子・平松英人・辻英史［編］
「市民社会」に着目して、これが含意する意味内容の歴史的な変遷を追いながら、ドイツの国家と市民、国家と社会の関係がどの
ようなものであったかを検討する。そして、「市民社会」に関する日独比較の可能性も追究する。全３巻完結！

本体6,000（＋税）・ A5判上製・368頁・ISBN22514-0・2020年9月刊行

宋代中国都市の形態と構造
伊原弘［著］

宋代は中国の経済、文化が大きく発展した時代である。その結果、都市の構造や人々の生活も変化した。遺された貴重な地図や
絵図などの史料を丹念に読み込み、唐と宋のあいだに横たわる画期を描き出す。

本体4,500円（＋税）・A5判上製・360頁・ISBN22069-5・2020年6月刊行
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ポストコロナ時代の東アジア 【アジア遊学253】
新しい世界の国家・宗教・日常
玄武岩・藤野陽平［編］

日本・台湾・韓国・中国・香港は危機にどう対応したか。都市封鎖や各種の自粛措置、メディア戦略、「新しい生活様式」等の各
国の政策から、疫病除けの妖怪「アマビエ」の流行、各国の宗教対策まで、メディア・社会・宗教など多様な視点から比較検証。

本体2,800円（＋税）・ A5判並製・272 頁・ISBN22719-9・ 2020年10刊行

仏教の東漸と西漸 【アジア遊学251】
荒見泰史［編］

さまざまな儀礼や経典、文学、図像を取り上げ、各時代の広い社会層における信仰・宗教の伝播と継承、衝突と融合の実態を東
漸と西漸の双方向から考察し、新しい文化史を構築する。

本体2,800円（＋税）・   A5判並製・256 頁・ISBN22717-5・2020年9月刊行

酔いの文化史 【アジア遊学250】
儀礼から病まで
伊藤信博［編］

醸造や酒宴の歴史から、食文化とのかかわり、文学・絵画における表象、アルコール依存症など現代的な問題まで、宗教的・社
会的機能をもつ飲酒文化について、文学史・美術史・歴史学・食文化史など様々な分野から切り込む。 

本体2,800円（＋税）・ A5判並製・256 頁・ISBN22716-8・ 2020年８月刊行

中世日本の茶と文化 【アジア遊学252】
生産・流通・消費をとおして
永井晋［編］

称名寺に伝来した平安から室町までの茶に関する文献史料、各地の美術工芸品や考古資料などの諸資料を丹念に紐解き、考古学・
農業学・気候史・技術史・遺伝子学など様々な分野の視点なども交え、「茶の湯」・「茶道」成立以前の「中世の茶」をとらえ直す。

本体2,800円（＋税）・A5判並製・240 頁・ISBN22718-2・2020年9月刊行

漢学とは何か 【アジア遊学249】
漢唐および清中後期の学術世界
川原秀城［編］

現代の人文学の領域を大きく凌駕する漢学のパースペクティブは、どのようにその対象を広げ、如何に事象を記述しようとした
のか。漢唐および清中後期の学術を多角的に分析し、歴代漢学の総覧を通して学的特徴とその限界について考察する。

本体2,800円（＋税）・A5判並製・256頁・ISBN22715-1・2020年7月刊行

明治が歴史になったとき 【アジア遊学248】
史学史としての大久保利謙
佐藤雄基［編］

政治家、官僚、軍人などの個人文書を収集・公開する国立国会図書館憲政資料室の創設に関わり、数々の史料編纂等、研究のた
めの整備に尽力した大久保利謙。その足跡を史学史・史料論・蔵書論の観点を交え検証し、日本近代史研究の誕生の瞬間を描く。

本体2,800円（＋税）・A5判並製・240頁・ISBN22714-4・2020年6月刊行

書物学 第18巻　蔵書はめぐる
海外図書館の日本古典籍コレクション
編集部［編］

欧米の著名なコレクションから、ハワイ大学、 ホノルル美術館 、アメリカ議会図書館 、UC バークレー、ケンブリッジ大学、オッ
クスフォード大学の特色ある蔵書を紹介。書物を集め、愛でた人々、海を越えて伝えられた蔵書に秘められたドラマを描き出す。

本体1,800円（＋税）・B5判並製・120頁・ISBN20718-4・2019年7月刊行
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